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-
街
の
活
性
化
の
た
め
に

3
月
初
日
か
ら
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地
域
振
興
券
、
が
交
付
さ
れ
ま
す

こ
の
「
地
域
振
興
券
」
の
発
行
は
、
各
市
町
村
で

行
わ
れ
ま
す
。
大
村
市
の
発
行
す
る
も
の
は
、
左
の

写
真
に
あ
る
も
の
で
、
大
村
市
内
の
み
で
使
用
で
き

ま
す
。

③大村市!壁掛 y 

現
在
の
深
刻
な
不
況
。
こ
れ
を
乗
り
越
え
る
に
は
、
短

期
間
で
の
消
費
拡
大
効
果
が
、
一
つ
の
手
段
と
し
て
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

若
い
親
の
層
の
子
育
て
を
支
援
し
、
あ
る
い
は
所
得
が

低
い
高
齢
者
層
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
し
、
こ
れ
が
個
人

消
費
を
呼
び
起
こ
し
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
れ
ば
と

考
え
ら
れ
た
も
の
で
す
。

見

L 

子供たちの明るい笑顔のように、景気も上

向き、そして大村市内の街が活性化に向かつ

て、再出発できますように…。

L 



①取扱庖登録申請

庖

⑩
換
金
(
振
込
)⑨換金(振込依頼)

⑥地域振興券
今ラ

②登録証明書、ステッカー配布

③交付申請

ーーー④引換券郵送
争

~ 

⑤ 
地域振興券交付

⑧使用済券取次

-このマークのお底で使えるよ!

地域振興券を取り扱う屈舗は、

上記のステッカーが屈に貼られ

ています。

地域振興券交付の仕組

地
域
振
興
券
つ
て
な
あ
に
?

み
な
さ
ん
、
こ
の
「
地
域
振
興
券
」

と
は

一
体
何
だ
と
思
わ
れ
ま
す
か
?

こ
れ
は
、
現
在
の
深
刻
な
不
況
を
乗

り
越
え
る
た
め
に
、
考
え
出
さ
れ
た
国

の
政
策
で
、
短
期
間
で
の
消
費
拡
大
効

果
を
期
待
し
て
実
施
さ
れ
る
も
の
で

す
。若

い
親
の
層
の
子
育
て
を
支
援
し
、

あ
る
い
は
老
齢
福
祉
年
金
等
の
受
給
者

や
所
得
が
低
い
高
齢
者
層
の
経
済
的
負

担
を
軽
減
し
、
そ
し
て
個
人
消
費
を
呼

び
起
こ
そ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
こ
れ

が
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
り
、
地
域

振
興
に

一
役
買
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

ど
ん
な
人
がも

ら
え
る
の
?

①
平
成
日
年
1
月
1
日
(
基
準
日
)

に
お
け
る
年
齢
が
お
歳
以
下
の
人
(
昭

和
問
年
1
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た

人
)
の
い
る
世
帯
の
世
帯
主

②

(
ア
)
老
齢
福
祉
年
金
、
障
害
基
礎

年
金
、
障
害
年
金
、
遺
族
基
礎
年
金
、

母
子
年
金
、
準
母
子
年
金
、
遺
児
年
金
、

児
童
扶
養
手
当
、
障
害
児
福
祉
手
当
、

特
別
障
害
者
手
当
、
福
祉
手
当
(
経
過

措
置
分
)
、
原
爆
諸
手
当
(
医
療
特
別

手
当
、
特
別
手
当
、
健
康
管
理
手
当
、

保
健
手
当
)
の
受
給
者
、
特
別
児
童
扶

養
手
当
の
支
給
に
係
る
障
害
児
(
上
記

対
象
者
の

一
部
の
方
に
つ
い
て
は
、
市

町
村
民
税
非
課
税
の
条
件
あ
り
)

(
イ
)
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
人
、

社
会
福
祉
施
設
等
へ
の
措
置
入
所
者
な

ど③
年
齢
臼
歳
以
上
(
昭
和
9
年
1
月
1

日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
)
で
、
平
成
凶

年
度
分
の
市
町
村
民
税
の
所
得
割
非
課

税
の
常
時
介
護
を
必
要
と
し
て
い
る
人

(
病
院
、
老
人
保
健
施
設
な
ど
に

3
か

月
を
超
え
て
継
続
し
て
入
院
ま
た
は
入

所
し
て
い
る
人
を
除
く
)

④
年
齢
邸
歳
以
上
で
市
町
村
民
税
非
課

税
の
人
が
対
象
者
で
す
。

ど
の
く
ら
いも

ら
え
ま
す
か
?

日
歳
以
下
の
人

一
人
に
つ
き
2
万
円

(
1
、
0
0
0
円
券
×

m枚
)
が
そ
の

世
帯
主
に
交
付
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
年

金
・
手
当
な
ど
の
受
給
者

一
人
に
つ
き

2
万
円

(
1
、
0
0
0
円
券
×

m枚
)

が
交
付
さ
れ
ま
す
。

ど
こ
で
使
え
る
の
?

市
内
で
登
録
さ
れ
た
屈
で
使
用
で
き

ま
す
。
わ
か
り
や
す
い
よ
う
に
屈
に
は

ス
テ

ッ
カ
ー
(
左
上
図
参
照
)
が
貼
ら

れ
て
い
ま
す
。

物
品
の
購
入
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
等
に

対
し
、
支
払
う
際
に
使
用
で
き
ま
す
が
、

有
価
証
券
、
商
品
券
、
プ
リ
ペ
イ
ド
カ

ー
ド
等
の
購
入
、
債
務
の
支
払
い
、
ギ

ャ
ン
ブ
ル
等
に
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
つ
り
銭
は
支
払
わ
れ
ま
せ
ん

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

使
用
期
限
はあ

り
ま
す
か
?

平
成
日
年
9
月
四
日
ま
で
使
用
で
き

ま
す
。
そ
の
後
は
、
使
え
ま
せ
ん
の
で

早
め
に
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

交
付
を
受
け
る

手
続
き
は
?

日
歳
以
下
の
人
の
い
る
世
帯
主
へ
は

「
地
域
振
興
券
引
換
申
請
券
」
を
、
そ
れ

以
外
の
該
当
者
へ
は

「引
換
券
」
を
3

月
中
旬
頃
郵
送
し
ま
す
。
次
の
日
時
・

場
所
で
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

日
時

3
月
初
日
(
土
)
、
紅
白
(
日
)

午
前
9
時
j
午
後
4
時
加
分

場
所
指
定
さ
れ
た
各
出
張
所
(
大
村

地
区
は
市
民
会
館
ロ
ビ
l
)

持
参
す
る
も
の

①
地
域
振
興
券
引
換

申
請
券
ま
た
は
引
換
券

②
本
人
で
あ

る
こ
と
を
確
認
で
き
る
書
類
等

代
理
人
で
も
手
続
き
で
き
ま
す
が
、

代
理
人
本
人
で
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き

る
書
類
等
お
よ
び
委
任
状
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

な
お
、
こ
の
両
日
に
交
付
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
な
い
人
は
、

3
月
お
日
以

降
(
士
・
日
曜
日
、
祝
祭
日
を
除
く
)

午
前
9
時
か
ら
午
後
5
時
ま
で
に
地
域

振
興
券
交
付
事
業
推
進
本
部
(
市
役
所

別
館
2
階
)
で
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ

お
問
い
合
わ
せ

3~ 

地
域
振
興
券
交
付
事
業
推
進
本
部

(岱
⑪
9
5
5
0
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市
政
功
労
者

羽
個
人
・

4
団
体
を
表
彰

昭
和
幻
年
2
月
日
目
、
大
村
市
と
し

て
誕
生
し
今
年
で
日
周
年
を
迎
え
ま
し

た。
こ
れ
を
記
念
し
、

2
月
日
日
「
市
制

施
行
貯
周
年
記
念
式
典
」
が
行
わ
れ
、

市
政
功
労
お
よ
び
市
民
生
活
向
上
の
た

め
貢
献
さ
れ
た
、

ω個
人
・

4
団
体
に

表
彰
状
お
よ
び
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。表

彰
を
う
け
ら
れ
た
の
は
次
の
皆
さ

ん
で
す
。
(
敬
称
略
)

市政功労者として表彰を受けられた皆さん (2/10・パークベルズ)

。
地
方
自
治
功
労

音
成
征
彦
(
市
議
会
議
員
・
皆
同
町
)

三
一
原
十

一
(
市
議
会
議
員
・
富
の
原
二
丁
目
)

中
嶋
武
(
市
議
会
議
員
・
諏
訪
三
丁
目
)

福
田
守
(
市
議
会
議
員
・
久
原
二
丁
目
)

中
川
志
朗
(
市
議
会
議
員
・
協
和
町
)

田
中
華
口
典
(
市
議
会
議
員
・
松
原
本
町
)

沫

指

潰

に

(
市
議
会
議
員
・
大
川
田
町
)

河
野
正
治
(
市
議
会
議
員
・
植
松
二
丁
目
)

後
藤
満
行
(
市
議
会
議
員
・
中
岳
町
)

山
口
宣
彦
(
市
議
会
議
員
・
今
村
町
)

山
田
和
夫
(
市
議
会
議
員
・
今
富
町
)

丸
谷
捷
治
(
市
議
会
議
員
・
玖
島
二
丁
目
)

高
以
良
康
雄
(
市
議
会
議
員
・
小
川
内
町
)

東
征
男
(
市
議
会
議
員
・
大
川
田
町
)

O
産
業
功
労

野
津
武
幸
(
商
工
会
議
所
議
員
・
協
和
町
)

安
永
義
勝
(
商
工
会
議
所
議
員
・
本
町
)

赤
水
清
春
(
農
林
水
産
大
臣
賞
受
賞
・
本
町
)

O
社
会
福
祉
功
労

井
子
京
子
(
民
生
児
童
委
員
・
竹
松
本
町
)

朝
長
五
十
万
(
民
生
児
童
委
員
・
西
三
城
町
)

中
嶋
正
美
(
民
生
児
童
委
員
・
松
原
本
町
)

田
川
ス
ミ
ノ
(
民
生
児
童
委
員
・
坂
口
町
)

中
村
源
栄
(
民
生
児
童
委
員
・
久
原

一
丁
目
)

南
勝
恵
(
特
別
老
人
ホ
l
ム
慈
恵
荘
寮
母
・

西
大
村
本
町
)

福
地
勝
美
(
被
爆
者
手
帳
親
交
会
役
員
・
久

原

一
丁
目
)

。
教
育
文
化
功
労

久
田
松
和
則
(
市
文
化
財
審
議
会
委
員
・

二
一城

町
)

岩
佐
虞
盛
(
少
年
補
導
委
員
・
須
田
ノ
木
町
)

O
人
命
救
助

堤
康
範
(
武
部
町
)

三
根
祐
輔
(
鬼
橋
町
)

三
浦
賢
治
(
松
山
町
)

O
消
防
防
災
功
労

朝
長
博
幸
(
分
団
長
・
立
福
寺
町
)

O
交
通
安
全
・
防
犯
功
労

田
下
理
一
(
市
連
合
防
犯
協
会
副
会
長
・

原
町
)

小
玉
泰
磨
(
大
村
地
区
防
犯
協
会
長
・
荒
平

町
)

。
徳
行

橋

本

安

子

(
三
一
城
町
)

田

中

謙

一
(
神
奈
川
県
川
崎
市
)

益
田
陸
奥
子
(
宮
小
路
三
丁
目
)

尾

崎

啓

一
(
古
賀
島
町
)

中
川
ハ
マ
(
武
部
町
)

O
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

笹
山
ト
ヨ
子
(
玖
島
二
丁
目
)

大
正
琴
奏
月
会
大
村
支
部
大
琴
の
会

。
優
良
団
体

大
村
商
工
会
議
所
青
年
部

原
口
商
屈
会

福
重
商
工
振
興
会

大
村
剣
西
少
年
消
防
ク
ラ
ブ

O
特
別
賞

森
洋
子
(
水
主
町
二
丁
目
)

=4月8日は大村市民憲章 の制定日です=

大村市民憲章
大村市は、ながい歴史とすぐれた伝統をうけ、美しい自然と、あたた

かい人情にはぐくまれ、今日まで発展してきました。

わたくしたちは、この大村市に住む誇りと、責任をもち、明日の文化

と産業の進展をめざしてより豊かな市民生活をきずくために、ねがいを
こめてこの憲章を定めます。

@水と緑と花につつまれたきれいなまちをつくりましょう O

@親切できまりを守る市民になりましょう O

@老人をうやまい伸びゆく子どもの夢をそだてましょう O

択で仕事にはげみ楽しい家庭をきずきましょう O

@公害や、交通事故を起こさぬようにつとめましょう O

市民憲章は、市制30周年を記念

して、昭和47年 4月 8日に制定さ

れました。

着実な発展を続ける大村市です

が、これからもより里かで、住み

やすいまちであるように、わたし

たち市民一人ひとりが、この憲章

を共通の願いとして大事に守って

pきましょう O

( 
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国道34号等大村市内幹線道路

整備の促進について要望!
1月13日に、大村市を南北に貫く 2本の幹線道路、国道34号と都市

計画道路-久原梶ノ尾線の整備のより一層の促進を目指して、国道34

号等大村市内幹線道路整備促進期成会(会長 甲斐田 園彦大村市長)

による、建設省および国会議員への要望を行いました。

国道34号については、現在実施中の玖島交差点改良の早期完成と、

西本町、久原両交差点改良への早期着手、久原梶ノ尾線については、

須田ノ木工区の補助採択、建設中の 3工区への補助金等の財政的支援

の継続と強化です。

これに対して建設省からは、

「財政的に厳しい状況であるが、

要望に応えられるよう努力する O

今後とも地元のご支援こや協力をお

願pしたい。」との回答を得まし

た。

景気低迷が続き、財源的に厳し

p時ではありますが、引き続き幹

線道路の整備促進に努めます。

7て←'

「
長
崎
新
幹
線
フ
ォ
ー
ラ
ム

-m大
村
」

新
幹
線
は
、
こ
れ
ま
で
に
日
本

の
経
済
発
展
に
大
き
く
寄
与
し
て

き
ま
し
た
。
長
崎
新
幹
線
が
も
た

ら
す
効
果
お
よ
び
地
域
に
果
た
す

役
割
に
つ
い
て
、
皆
様
に
一
層
理

解
を
深
め
て
頂
く
た
め
「
長
崎
新

幹
線
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
m
大
村
」
を
次

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

3
月
行
日
制

午
後
2
時

1
4
時

さ
く
ら
ホ

l
ル

(
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
)

問
い
合
わ
せ

長
崎
新
幹
線
建
設
期

成
会
(
県
庁
新
幹
線
建
設
推
進
室
内
)

(
2
0
9
5
8
2
2
8
6
0
8
)
 

ま
た
は
市
商
工
課
(
内
線

2
4
1
)

日

日寺

場

所

開
催 建設省へ要望する

甲斐田会長以下期成会会員

国道444号開通 記念行事を実施します

.記念式典 午後零時30分~

・物産展 正午鹿島市役所前広場

*大村市・鹿島市の特産昂等のPRおよび展示販売

・伝統芸能披露 午後 2時鹿島市役所前広場

黒丸踊り(大村市)

・百浮立、たぬき踊り(鹿島市)

企画調整課(内線 22 2) -問い合わせ

国道444号は、大村市の国道34号を起点に佐賀県鹿

島市を経て、諸富町ヘ至る路線です。

この度 3月中旬に全面開通の運びとなりました O 大

村市と鹿島市で構成する 「国道444号大村鹿島間道路

開通促進期成会」では、次のとおり記念行事を実施し

ます。

@期 B 3月14日(日)
.記念駅伝大会

午前 9時30分

アルカディア記念公園 (雄が原町)

鹿島市役所前広場 (予定)

-開始式

・スタート

.コール

*大村市 ・鹿島市各3チームずつで、 8区聞を走ります。

沿線の市民の皆様の声援をお願いします。

「平谷・黒木トンネルJの防災訓練

期日 3月2日(火)

訓練時間 午後 2時-4時

訓練場所 平谷・黒木トンネル

*この訓練は、一般国道444号開通前に、大村市

と鹿島市および県央地域広域市町村圏組合と杵藤

地区広域市町村圏組合の消防相互応援協定に墓づ

く訓練です。
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一般国道 444号 「平谷・黒木トンネル」内の佐賀

県・長崎県の境界付近で、防災訓練が行われます。

訓練は、 トンネル内で多重交通事故が発生し、車両内

に多数の負傷者が閉じ込められ、車両火災も発生したと

の想定で救出救助訓練および消火訓練を実施します。

なお、訓練に伴い、 トンネル口から現場まで消防自動

車などのサイレンを鳴らします。



『
近
代
公
園
の
祖
」

市
で
は
、

『近
代
公
園
の
祖
』
と

言
わ
れ
る
長
岡
安
平
の
顕
彰
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

長
岡
安
平
は
、
明
治
後
半
か
ら

大
正
前
半
に
活
躍
し
た
大
村
藩
出

身
の
造
園
設
計
家
で
、
全
国
各
地

の
公
園
や
庭
園
の
設
計
に
携
わ
っ

た
人
で
す
。
近
代
日
本
の
造
園
の

基
礎
を
築
い
た
功
績
は
、
今
日
で

も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
今

回
そ
の
偉
業
を
た
た
え
て
、
大
村

市
と
東
彼
杵
町
で
「
長
岡
安
平
顕

彰
事
業
実
行
委
員
会
」
を
結
成
し
、

資
料
の
収
集
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。

宮
平

今
後
、
収
集
し
た
資
料
や
図
書

な
ど
を
基
に
、

パ
ン

フ
レ

ッ
ト
や

小
冊
子
を
作
成
し
た
り
、
展
示
し

て
い
く
予
定
で
す
。

(胡月池)

長岡安平ってどんな人?
長岡安平は、天保13年 (1842年)、肥

前大村藩彼杵 (現東彼杵町)に生ま

れました。少年時代は病弱で、後年

造園に関/[j¥を寄せ、自然の景観を

最善の師として、独学で造園の研

究を行いました。安平に転機が訪

れるのは、彼が28歳の時、当藩三十

七士の一人、楠本正隆と共に上京して

からで、正隆か東京府知事になると、東

京府職員となり、公園の設計に携わりました。その当時造

られていたのは庭園型で閉鎖的なものでしたが、安平がヨ

ーロッパの新しい概念を取り入れ、公園を一般大衆に開か

れたものにしました。公園の設計については、「一・公園で

ある以上は第一に多人数を入れ得るべき広場を育する事、

第二に児童の遊戯場を備える事はl必要条件である。...Jと

述べています。

大正14年、 83歳の生涯を終えるまで数多くの設計を行

い、千秋公園(秋田市)、足羽山公園 (福井県)、岩手公園

(盛岡市)など、公園41件、庭園57件、その他の庭園25

件が確認されています。 秋田市千秋公園

ご、寄じですか?検察審査会春季全国火災予防運動
=3月1日"'-J7日=

検察審査会は、国民の中からくじで選ばれた11人の

検察審査員が、検察官が事件を起訴しなかったこと

(不起訴処分)が妥当であったかどうかの審査などを

するところです。

犯罪の被害に遭った人や犯罪を告訴-告発した人か

ら、検察官の不起訴処分を不服として検察審査会に申

し立てがあったときに、審査を始めます。また、検察

審査会は被害者などからの申し立てがなくても、進ん

で検察官が不起訴にした事件を取り上げて審査をする

こともあります。

費用は無料で、秘密は固く守られます。

問い合わせ 長崎検察審査会(長崎地方裁判所内)

fiO 9 5-8 2 2-6 1 5 1 

「気をつけてはじめはすべて小さな火」

火災が発生しやすい時期です。もし、火災に

なったときは、早い通報、初期消火が重要なポ

イントになります。日ごろから、 一人ひとりが

「火の用心」に心がけましょう 。

火 の用心 7つのポイント

家のまわりに燃えやすいものを置かない。

寝たばこやたばこの投げ捨てをしない。

天ぷらを揚げるときは、その場を離れない。

風の強いときは、たき火をしない。

子供には、マッチやライターで遊ばせない。

電気器具は正しく使い、たこ足配線はしない。

ストーブには、燃えやすいものを近づけない。

サイレンを鳴らします。

3月1日(月)午前8時に消防演習招集のため

のサイレンを30秒間鳴らします。また、火災予

防期間中、午後8時を{消防の時間Jと定め、

30秒間サイレンを鳴らします。

暴力団に関することは、 一 日も早く

“迷わず、恐れず、ご相談下さい"

・警察本部暴力追放テレ フォン

fiO 9 5-8 2 2-0 0 0 7 

・長崎県暴力団追放県民会議

fiO 9 5-8 2 5-0 8 9 3 

・最寄 りの警察署または交番でもお受けします。

暴力問題で困っていませんか家族そろって加入しましょう|

市民交通傷害保険
平成11年度加入受勺中!

1口年額 480円 1人2口まで
*たたし、 2 月 1 巴 ~3 月 23日までの約 2

力、月間は、各町内会でも受け勺けできます
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問い合わせ 安全対策課(内線
または各出張所 . 
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5本黒
丸
遺
跡
の
発
掘
調
査
で
、

は
る
か
昔
の
稲
作
集
落
の
存
在

黒
丸
遺
跡
は
市
内
約
2
0
0
の

特
に
沖
田
地
区
は
、

縄
文

村
が
生
ま
れ
、

稲
作
を
開
始
し
た
、

今
年
度
の
発
掘
で
は
、

【
問
い
合
わ
せ
}
文
化
課

ひざえ

膝柄の出土

ひざのように先端が曲がったくわ

の柄。木製の刃を別にくくり付け

ます。田起こしなどに使います。
平ぐわ (左 :28cmX15cm)は、四角い穴
に長柄を差し込んで、使います。これらを田

起こしや開墾に使います。すぐれた木工技

術を持ち、道具に適した種類の木材を選び

ました。

平鍬と鋤

たてぎね

竪杵の出土

脱穀に用いました。弥生時代中頃には稲作技

術が発達し、各地に稲作が定着しました。市

内で木製の農具が見つかったのは初めてで、

これまでの調査の中でも最大の発見です。

矢板、杭などを打ち込んだ列が'80mにも及ん
で見っか りました。周りに当時の水田が、広カず

っていると考えられます。奈良国立文化財研

究所の工楽善通先生は、水田に関連する全国

的にも珍 しい大規模な施設であ り、 大変重要

な発見と高く評価しています。

弥生時代の大土木工事跡

ほっ みぐ

穂摘具

実った稲穂をつみ取る石製の収穫具

で、右側lの例は身にすりきった溝を

持ち、弥生時代初頭 (約2，400年前)

だけに使用された特殊なものです。
平成 8年出土。
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歴史シンポジウム

異文化の情報路木
屋
瀬

で

歴史シンポジウム異文化の情報路「長崎街道」が、

平成10年12月、市体育文化センター(シーハットおおむら)

開催され、長崎街道の果たした歴史的意義が語られました。

会場には、市内外から、約1，300人が参加。

講師の方々の話を熱心に聞き入りました。

その概要は、次のとりです。

変
わ
る
鎖
国
の
イ
メ
ー
ジ

徳
川
幕
府
に
は
当
初
、
国
を
閉
ざ

す
考
え
は
な
か
っ
た
。
日
本
人
の
海

外
渡
航
禁
止
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
・
ス
ペ

イ
ン
と
の
通
商
を
禁
じ
た
も
の
で
、

江
戸
時
代
前
期
に
、
イ
ギ
リ
ス
艦
リ

タ
ー
ン
号
が
長
崎
に
通
商
を
求
め
に

き
て
、
奉
行
も
商
人
達
も
、
オ
ラ
ン

ダ
と
競
争
し
て
品
物
が
安
く
な
る
と

歓
迎
し
た
が
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
東
イ

ン
ド
経
営
が
本
格
化
し
、
日
本
貿
易

の
メ
リ
ッ
ト
は
望
め
そ
う
に
な
い
の

で
、
再
び
来
な
か
っ
た
の
が
真
相
で

あ
る
と
言
わ
れ
た
の
は
ク
ラ
イ
ナ
ー

氏
で
す
。

永
井
氏
は
、
「
鎖
国
」
そ
の
も
の
に

は
問
題
が
あ
っ
た
が
、
今
日
の
よ
う

に
情
報
が
氾
濫
す
る
時
代
と
違
っ
て
、

わ
ず
か
な
異
国
情
報
し
か
入
ら
な
い

時
代
に
も
、
日
本
人
は
神
経
を
研
ぎ

澄
ま
し
、
貧
欲
に
異
国
の
文
化
を
吸

収
し
た
。

網
野
氏
は
、
「
江
戸
時
代
は
封
建
的

で
暗
い
時
代
」
と
し
た
の
は
明
治
政

府
。
西
南
雄
藩
は
海
上
交
易
を
中
心

と
し
た
経
済
活
動
で
潤
っ
て
い
た
。

江
戸
時
代
の
評
価
を
考
え
直
す
べ
き

だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
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久田松和則氏
地方史研究者

丸山菜成氏

九州大学名誉教授

ヨーゼフ ・クライナー氏
本ン大学 日本文化
研究所所長

網野善彦氏
歴史研究者

ドナルド ・キーン氏

コロ ンビア大学名誉
教授

市
川
氏
(
脚
本
家
)
は
、
海
外
交

流
の
道
だ
っ
た
長
崎
街
道
を
、
昔
語

り
に
と
ど
め
る
か
、
そ
れ
と
も
現
代

の
私
た
ち
に
も
通
じ
る
生
き
た
道
と

し
て
よ
み
が
え
ら
せ
る
か
が
間
わ
れ

て
い
る
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

文
化
が
一
方
通
行
で
は
な
し
に
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
も
日
本
文
化
が
影
響

し
て
い
た
事
は
、
こ
れ
か
ら
の
日
本

文
化
を
考
え
る
上
に
お
い
て
も
、
多

い
に
励
み
に
な
り
ま
す
。
こ
の
街
道

は
文
化
交
流
を
話
す
こ
と
の
で
き
る

唯
一
の
街
道
と
の
評
価
が
高
ま
り
ま

し
た
。

長
崎
県
は
古
く
か
ら
中
国
、
朝
鮮

半
島
を
中
心
に
、
東
ア
ジ
ア
の
国
々

と
交
流
を
持
っ
て
き
ま
し
た
。
新
た

な
海
外
と
の
交
流
拠
点
「
長
崎
空
港
」

を
持
つ
大
村
市
に
は
、
こ
れ
か
ら
の

国
際
交
流
の
上
か
ら
大
き
な
期
待
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
新
し
い
長
崎

街
道
の
拠
点
に
大
村
市
が
な
る
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。

市川森一氏
脚本家佐

賀

長
崎
街
道
と
は

長
崎
街
道
は
、
江
戸
時
代
に
小

倉
か
ら
長
崎
ま
で
約
2
3
0
キ
口

を
お
の
宿
場
で
結
ぶ
九
州
第
一
の

幹
線
で
し
た
。
鎖
国
体
制
が
固
ま

る
と
、
唯
一
西
洋
と
の
窓
口
と
な

っ
た
長
崎
の
「
出
島
」
か
ら
、
西

洋
の
文
物
と
共
に
情
報
が
も
た
ら

さ
れ
ま
し
た
。
長
崎
で
は
オ
ラ
ン

ダ
人
の
ほ
か
中
国
、
東
南
ア
ジ
ア

の
人
々
と
も
交
易
が
あ
り
、
そ
の

情
報
を
い
ち
早
く
江
戸
へ
伝
え
る

た
め
に
整
備
さ
れ
た
の
が
長
崎
街

道
で
す
。
街
道
は
、
最
初
か
ら
同

じ
道
を
通
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な

く
、
年
と
共
に
、
最
短
の
コ
ー
ス

で
整
備
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。
市

内
に
は
、
大
村
宿
(
現
本
町
ア
ー

ケ
ー
ド
)
と
松
原
宿
の
2
つ
の
宿

場
が
あ
り
、
長
崎
奉
行
や
オ
ラ
ン

ダ
商
館
長
、
シ
ー
ボ
ル
ト
た
ち
も

こ
の
宿
場
を
通
過
し
ま
し
た
。

長
崎
街
道
の
特
徴
は

長
崎
街
道
は
、
全
国
に
知
ら
れ

る
古
道
(
東
海
道
・
中
仙
道
・
山

陽
道
な
ど
)
と
何
が
ち
が
う
の
で

し
ょ
う
か
。

永
井
路
子
氏
(
小
説
家
)
は
、
郷

里
・
茨
城
県
古
河
藩
の
医
者
(
川

口
信
任
)
が
長
崎
に
留
学
し
て
西

洋
医
術
を
学
び
、
「
解
屍
編
」
を

編
纂
し
て
い
た
こ
と
に
触
れ
、

古
河
が
長
崎
に
つ
な
が
っ
て
い
た

こ
と
を
強
調
し
ま
し
た
。
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網
野
善
彦
氏
(
歴
史
研
究
者
)

は
、
日
本
文
化
は
、
農
業
だ
け
に

基
盤
を
お
く
文
化
で
は
な
く
、
海

に
生
活
の
場
を
求
め
る
人
々
が
数

多
く
い
た
こ
と
。
特
に
北
西
九
州

は
、
水
上
交
通
で
様
々
な
文
化
が

運
ば
れ
、
倭
冠
な
ど
東
ア
ジ
ア
と

の
係
わ
り
を
持
ち
、
南
蛮
人
の
来

航
も
そ
の
延
長
線
で
考
え
る
べ
き

と
指
摘
し
ま
し
た
。

ヨ
l
ゼ
フ
・
ク
ラ
イ
ナ
ー
氏

(
ボ
ン
大
学
日
本
文
化
研
究
所
所

長
)
は
、
日
本
人
は
、
西
洋
人
が

初
め
て
日
本
に
来
た
時
か
ら
、
西

洋
に
対
し
て
文
化
的
に
遅
れ
を
と

っ
て
い
た
と
考
え
て
い
る
が
、
そ

れ
は
間
違
い
。
そ
の
頃
の
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
は
い
つ
果
て
る
と
も
知
れ
な

い
戦
乱
に
明
け
暮
れ
、
国
が
荒
れ

果
て
て
い
た
。

( 
.鈴田峠 (大村側)
藩墳を越えて林を抜けると、眼前
に大村湾と大村平野が広がる。往
来の人々も記録を残しており 、印
象に残る場所であった。

.鈴田峠藩境 (大村側より諌早)
長崎街道鈴閏峠、大村藩と佐賀藩諌早との境
である。この場所には現在 f鬼の足型石」と
呼ばれる大きな石がある。峠であるこの場所
は、多くの人が休息をしたことであろう 。街

道の景観がよく残っている場所として 「歴史
の道百選Jに選ばれている。

里子

4砂松原宿通り (馬場鍛冶屋付近)
松原宿通り ・馬場鍛冶屋付近も当時
の雰囲気を残している場所である。

4砂大村連隊前の松並木
大村連隊前の通りの絵葉書。現在の陸上
自衛隊大村駐屯地の前付近 (松並交差点
から長崎書肢の通り)の街道の風景と思
オコれる。

※
写
真
は

「長
崎
街
道

大
村
路
」

元
禄
時
代

(
1
7
0
0
年
頃
)

日
本
に
き
た
ド
イ
ツ
人
の
ケ
ン
ペ

ル
は
、
鎖
国
を
高
く
評
価
し
、
啓

蒙
さ
れ
た
君
主
の
下
で
、
平
和
的

に
暮
ら
し
繁
栄
し
て
い
る
と
言
っ

て
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
日

本
を
国
の
モ
デ
ル
に
考
え
て
い
た

と
言
わ
れ
、
日
本
の
文
化
が
、
ヨ

ー
ロ

ッ
パ
の
思
想
や
芸
術
に
も
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
指
摘
し
て

い
ま
す
。

久
田
松
氏
(
地
方
史
研
究
者
)

は
、
唐
人
貿
易
の
経
済
効
果
で
、

長
崎
町
衆
の
伊
勢
参
宮
が
増
え
た

こ
と
や
、
佐
賀
領
牛
津
宿
の
通
行

人
の
記
録
に
「
オ
ラ
ン
ダ
人
通
る
」

の
ほ
か
、
「
朝
鮮
人
通
る
」
の
記

録
が
多
い
こ
と
に
注
目
さ
れ
、
異

国
船
が
遭
難
し
て
日
本
の
各
地
に

流
れ
つ
く
と
、
長
崎
奉
行
所
に
送

ら
れ
、
そ
こ
か
ら
本
国
に
帰
還
さ

せ
た
た
め
で
、
長
崎
街
道
は
異
国

人
が
多
く
通
る
道
で
あ
っ
た
と
指

摘
し
て
い
ま
す
。

丸
山
氏
(
九
州
大
学
名
誉
教
授
)

は
、
長
崎
街
道
が
日
本
の
近
代
化

に
果
た
し
た
役
割
に
つ
い
て
、
徳

川
幕
府
を
倒
し
た
の
は
薩
摩
・
長

州
を
中
心
と
し
た
西
南
諸
藩
で
、

絶
対
的
な
権
力
を
持
っ
て
い
た
君

主
側
の
主
導
だ
け
で
な
さ
れ
た
よ

う
に
考
え
ら
れ
が
ち
だ
が
、
長
崎

街
道
を
通
じ
て
庶
民
に
ま
で
様
々

な
情
報
が
伝
わ
り
、
近
代
化
を
受

け
入
れ
る
素
地
が
生
ま
れ
出
し
て

い
た
と
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

-8-

4砂大村宿古写真
現在の本町2丁目付近の写真。大正7年頃の撮
影といわれる。宿場時代の面影を、 まだ残し
ている時期と思われる。

日
見

-9-

(長
崎
街
道
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
実
行
委
員
会
編
集
)
か
ら
掲
載
。



斗A
4L 

本
会

「
花
の
ま
ち
大
村
」
は
こ
れ
か
ら
が
見
頃
を
迎
え
ま
す
。

サ
ク
ラ
に
は
じ
ま
り
、
ツ
ツ
ジ
・
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
・
花
シ
ョ
ウ
ブ
・
ア
ジ
サ
イ
な
ど
の

花
が
、
春
か
ら
初
夏
に
か
け
て
次
か
ら
次
へ
と
咲
き
続
き
ま
す
。

き
っ
と
皆
さ
ん
を
魅
了
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

花
ま
つ
り
期
間
中
は
、
さ
く
ら
ま
つ
り
や
花
し
よ
う
ぶ
ま
つ
り
な
ど
の
催
し
も

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

3月25日......，6月20日/大村公園

荏まつり
さくらまつり 4月3日(土)・4日(日)
※ 3日は「おおむら石吹き合戦」

花しょうぶまつり 6月中旬大村公園

あなだの音はどんな音?
「おおむら石吹き合戦J

4月3日出 午後 2時，-....，4時

大村公圏内大村神社境内

観光課 (内線242)

参加は市内外を問わず、どなたでも結情です。大村

神社 (大村公園内)にある大きな石を吹いて音の

大きさ、音色を競います。

そもそも 、この音色か‘ほら

貝を吹いた時のものとそっ

くりであったため、 「貝
吹き石jと呼ばれている

この石、今でもうまく吹

けは「ほら員Jそっくり
の音が出ます。

上位の人には豪華な景品

も用意しています。参加無
料!ぜひ、ご参加くださ L、。

-問い合わせ

- 10-

-日時
・場所

***主な名所***
I暴 所 花 本数(約) 見 頃

ソメイヨシ ノ 1，500本 3月下旬から 4月上旬

オオムラザクラ 300本 4月上旬から中旬

大村公園 八重ザクラ 200本 4月上旬から中旬

ツツジ l万本 4月中旬から下旬

花ショウブ 10万株 .30万本 5月中旬から 6月中旬

アジサイ 15，000本 6月上旬から中旬

野岳湖公園 サクラ 300本 4月上旬

琴平スカイパーク サクラ 200本 4月上旬

岳ノ木場公園
ツツジ 3万本 4月中旬から下旬

アジサイ 14，000本 6月上旬から中旬

裏見の滝自然花苑 シャクナゲ、 5，000本 4月中旬から 5月初旬

シャクナゲの里 シャクナゲ 2，500本 4月中旬から 5月初旬



.・~シ-J \ ツ卜おおむら情報

グシホ。一介フェア長崎h大H
3月26日圃砂28日固 メインアリーナ

午前10時~午後6時 (28日は午後5時まで)

入場料無料

過去 2回にわたり開催された「長崎県海外商品見本市・商談会」が、

今回は名前も新たに「シーハ ットおおむら」で開催されます。

会場では、アメリカ、イタリア、イギリス、ドイツ、中国、 韓国、東南アジアなど

世界各国の家具、インテリア雑貨、衣類、バッグ、食品ほか

多種多様な品物を展示即売されます。

アジアの国をテーマにしたコーナーおよび貿易情報コーナー

も設置され、楽しいイベントも用意しています。

問い合わせ インポートフェア長崎m大村実行委員会事務局

(県商工労働政策課内)Tel 095-823-6071 
Fax 095-825-3534 

シ-J\~ トつラフ芸員事襲申
特典。

シーハットおおむら
自主事業のチケット
優先予約

特典@
自主事業のチケット
10%割ヲ!
出 1公演につき、個人2枚迄、法人10枚迄

特典@
シーハットおおむら情
報満載の 「シーハット通信J
をお届けします。(隔月発行)

年会費・個人2，000円 法人10，000円
会員期間・平成11年4月1日~平成12年3月31日

平成iil年度自主事業のご案内(予定)

入会方法・①直接お申し込みの場合は、シーハ ッ ト事務所へ年
会費を添えてお申し込みください。②お忙しい方、遠方の方は、
郵便振替をご利用くださし 1。郵便局備え付けの青い振替用紙の
通信欄に住所、氏名、年齢、電話番号を記入の上、

4人の美しいハ モ二 サーカスコンサ一卜 6市月民1会8日館(金)

文化庁移動芸術祭 能 楽 9さ月く下ら旬ホール

[口座番号] 0 1 7 0 0-2-3 204 6 今年も笑ってもらいます 第 3回大村寄席 日時 ・会場未定

[加入者名}大村市体育文化センタ一友の会「シ ハットクラブj
※後目 、会員証を郵送します。 今カ井ザ信子ルを迎スえてホール・アンサンフjレ1999 1さ2月く初らホ旬ール

申 し込み・問い合わせ・シーハッ トおおむら事務所
「シーハ ッ トクラブ」係

園N内H最K高交のオ響楽ケス団卜フN響のアンンサブンプルルを
アンサ ・コンサート 平成12年3月中旬

西村朗 (作曲家)

スプリング・コンサート
クラシ yク音楽は難しくて ・・ ・。と思っていらっ しゃ

いませんか?ご安心ください。音楽はその文学どおり“音"
を“楽しむ"ものです。カザルスホールのティーヲイムコ
ンサ トで大好評だった作曲家西村朗の軽妙酒脱なト ク
はいつのまにか皆様を音楽の世界へ誘ってくれることでし
ょう。 ピアニストはミラノと東京を拠点に活躍する今や日
本の音楽界に不可欠の迫昭嘉。弦楽四重奏団、クァルテッ卜・
アルモニコは、 今井信子折り紙付きで売り出し中の若手ア
ンサンプル。口マンティックな詩情溢れた名作の数々 、き
っとお楽しみいただけることでしょう。
.プログラム
ノ、ィドン/弦楽四重奏曲第l番 変ロ長調 「狩」作品 l
シュー7 ン/アラベスク ハ長調作品 18 
ショパン/ハラ ド第l番 卜惣調作品 23

[クァルテ y 卜・アルモニコ] ショパン/ハラ ド第2番へ長調作品 38 
窪田亮 菅谷早葉 ショパン/ポロネズ第6番 変イ長調 「英雄j作品 53 

3/30(1<)③ 
さくらホール

開場午後 6時/開演午後 6時30分

チケ ッ ト料金/全席指定

一般3，000円会員2，700円

-出演
追 B~嘉 (ピアノ)
[クァルテy ト・アルモニコJ (弦楽四重奏)
菅谷早葉 (第一ヴァイオリン)
生田絵美(第二ヴァイオリン)
阪本奈津子 (ヴィオラ)
窪田亮 (チェロ)

主催/市民芸術鑑賞事業実行委員会
(財)大村市振興公社

生田絵美 阪本奈津子 ドヴオルザク/ピアノ五重奏曲 イ長調作品 81 ※出演すfなどは変史になる場合が晶りますのでご了ノ五くださt、3

動向置(~欣村市振興公社~I.ltII'I"ー午前9時4… l 
11 
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1/.みんなで食べるとおいしか~
1月29日三城小学校で、市長、教育委員な

どといっしょに給食を食べる学校給食会があ

りました。子供たちは、初めは緊張していま

したが、しだいに会話も軽やかになり市長た

ちと楽しい給食の時間を過ごしました。

CAMERA SPOT 

@
気
合
い
で
ま
け
る
な
グ

第
お
回
大
村
市
少
年
剣
道
大
会
が
、
1
月
引
日
体
育

文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
大
会
に
は
、
川
町
道

場
か
ら
約
2
0
0人
が
参
加
、
気
合
い
の
入
っ
た
声
で
、

相
手
目
が
け
て
飛
び
込
ん
で
い
ま
し
た
。

1/41 1，18.3人が成人の伸間入

20歳を迎えた若者たちを祝う成人式が、1月15日

市民会館で行われました。会場は、振袖姿や清楚な

洋服姿 スーツ姿の新成人で華やかな雰囲気に包ま

れていました。

あいさつに立った甲斐田市長は「精神的に独立し、

自分の責任において行動してほしい。また、しっか

りと目標を持って、社会に役立っているとの自覚に

立ってほしい」と、新しい門出を祝いました。

三E怠 jt

②
め
ざ
す
は
ゴ
ー
ル
ノ

1/.警に向かつて疾走ノ

1月1'7日鈴田-三浦地区で、マラソン大会が聞かれ

ました。春がすぐそこに近づいているような風の香

りの中 、子供たちは元気いっぱいに朝日の光の中を

駆け抜けました O 声援が冷たい空気と混ざり合い 、

会場一帯はキラキラと輝き、活気に包まれました。

-12-

第
お
回
竹
子
連
サ
ッ
カ
ー
大
会
が、

1

月
目
白
竹
松
小
学
校
グ
ラ
ン
ド
で
、
9
チ

ー
ム
が
、
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
子

供
た
ち
は
、
ポ
ー
ル
を
巧
み
に
操
り
な
が

ら
ゴ
ー
ル
を
揺
ら
し
て
い
ま
し
た
。

⑤
は
ば
た
け
市
才

n
ζ
 

市
内
の
中
学
校
で
、
自
分
の
生
き
方
を

見
つ
め
、
社
会
の
一
員
と
し
て
の
自
覚
を

も
っ
て
ほ
し
い
と
立
志
式
が
聞
か
れ
ま
し

た
。
生
徒
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を

胸
に
、
新
た
な

一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

• 

2/1T一本のタスキをつなげ

第22回おおむら駅伝競走大会が2月11 
日、海上自衛隊内道路で行われました。大

会には、約120チームが参加。職場やクラ

ブ仲間の声援を受けながらたすきをつない

でいました。

2/~ ・2はなせ、シュート.ゲ
第 15回大村市小学生女子ポー トポーjレ大会

が2月7日、体育文化センターで12チームが参

加して行われ熱戦が繰り広げられました。選

手たちは 、巧みなドリブルやパスでつなぎな

がらシュー卜を放っていました。

西大村中学校

郡中学校

2も

• 
持 I11'" 

:手
、年

- 13-



l 随想リレー ⑫l
市
役
所

@ 

急

「
環
境
保
全
課
」

に
所
属
し

て
あ
っ
と
い

う
間
に
三
年
半
が

過
ぎ
た

。
配
属
が
決
ま

っ
た
と

き

「
あ
あ
、
環
境
問
題
を
や
る

ん
だ
あ
」
と
単
純
に
思
っ
て
い

た
。と

こ
ろ
が
い
ざ
配
属
さ
れ
て

驚
い
た
。
こ
ん
な
に
身
の
回
り

の
苦
情
が
多
い
と
は
。
と
に
か

く
様
々
な
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
る

の
で
あ
る
。

中
に
は
、
「
お
い
お

い
本
当
か

よ
。
そ
ん
な
事
ま
で
言
う
?」

と
私
た
ち
を
唖
然
と
さ
せ
る
苦

情
も
少
な
く
な
い
。
(守
秘
義
務

ピアノから得たもの

松並一丁目

小林理香さ ん

が
あ
っ
て
実
例
を
ご
紹
介
で
き

な
い
の
が
残
念
:・
)

環
境
問
題
と
い
う
と
、

T
V

や
新
聞
な
ど
に
頻
繁
に
登
場
し
、

脚
光
を
浴
び
て

る
よ
ね
と
思
わ

れ
が
ち
。
で
も
実
態
は
身
近
な

環
境
問
題

l
苦
情
の
対
応
に
奔

走
す
る
毎
日
。

炎
天
下
、
不
法
投
棄
の
ご
み

の
山
か
ら
証
拠
を
探
し
出
そ
う

と
、
悪
臭
に
耐
え
分
別
す
る
こ

と
も
私
た
ち
の
仕
事
。
「
税
金
と

る
だ
け
で
何
も
で
き
ん
と
か

!
」

解
決
困
難
な
苦
情
で

、
そ
ん
な

罵
声
を
浴
び
る
の
も
ま
た
私
た

ち
の
仕
事
。

現
実
と
法
律
の
狭
間
で
悩
ん

だ
り
、
報
わ
れ
な
い
思
い
を
す

る
こ
と
も
多
い

。
し
か
し
、
温

か
い
協
力
を
受
け
て
解
決
す
る

こ
と
だ
っ
て
勿
論
た
く
さ
ん
あ

る
の
で
す
。

だ
け
ど
普
段
表
に
は
出
な
い

こ
ん
な
仕
事
の
方
が
本
当
は
大

事
。
私
た
ち
の
仕
事
は
、
そ
う

い
う
地
昧
な
部
分
の
積
み
重
ね

だ
と
思
う
し
、
だ
か
ら
こ
そ
こ

の
職
務
に
誇
り
を
感
じ
る
。
と

い
う
訳
で
私
た
ち

叩
人
の
仲
間

は
、
今
日
も

い
ろ
ん
な
所
を
走

り
回
っ
て
い
ま
す
。

黄
色
の
ス
テ

ッ
カ
ー
の
公
用

車
が
い
た
ら
、
気
持
ち
良
く
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

私は今年の一月い っぱいで習い事のピアノをやめま

す。私がピアノを始めたのは小学校 4年生の時でした。

ピアノを始める前は何も習い事をしておらず、「母があ

んたも何か習い事ばせんね。」と言われたのがき っかけ

でした。私は 、余り迷わず習うことに決めました。

それから約 9年間続けてくると 、やめたいと思 った

り、続けてよか ったと思う時もありました 。練習も面

倒だと思 った事もありま した。本当は「ソナタ (教科

書名)Jまで進めれば‘と目標を立てていましたが、残念

ながらそこまで出来ませんでした。

だけど今、目標は達成できなくても“最後までやり

とげた"という達成感を得られたように思えています。

もう一つピアノ で習 ったことがあります。技術とそ

れから練習なしでは上達 しないと い う事です。 よく私

は、練習をピアノのある 30分前 ぐらいからササ ッと終

わらせて いました 。それでは上達しな いのも当り前だ

と思いま した。

ピアノ で学んだ事をこれからも生か していろ んな事

に挑戦 してい きた いで す。そ して 、習い事 としてピア

ノを続け てきた けど これから は趣昧と して楽 しく続け

ていきた いです。

大村市国際交流員

ミゲル・ オリベイラさん

今
年
は
、
日
本
に
キ
リ
ス
ト
教
を
布
教

し
た
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

・
ザ
ピ

エ
ル
が
日
本
に
上
陸
し
て
4
5
-

o周
年
に
あ
た
り
ま
す
。

自

P九

彼
は
、

1
5
0
6年
4
月
に

-

1
ノ

ス
ペ
イ
ン
で
生
ま
れ
ま
し
た
。
?

の

こ
の
時
期
、
ス
ペ
イ
ン
は
ポ
ル

-
mM

ト
ガ
ル
に
と
っ
て
最
大
の
敵
で

-
A
n

し
た
。
そ
の
後
パ
リ
の
大
学
で

-

}

学
び
ま
し
た
。
そ
こ
で
彼
は
岡

田

J
L

士
達
と
と
も
に
イ
エ
ズ
ス
会
を

-
rb

設
立
し
ま
し
た
。
会
の
目
的
は、

-

ポ
ル
ト
ガ
ル
に
よ
っ
て
発
見
ま

-

‘
ム

た
は
征
服
さ
れ
た
土
地
へ
の
キ

一

レ

リ
ス
ト
教
の
布
教
で
、
ポ
ル
卜

-

L
M

ガ
ル
国
王
か
ら
資
金
提
供

喜

一
山
花

け
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
し

圏

、
ー

た
。
パ
リ
か
ら
ロ
l
マ
を
経
由

園

川
!

し
て
、

1
5
4
0年
6
月
下
旬

-
J

に
リ
ス
ボ
ン
に
着
き
ま
し
た
。

-
ユ
P
3

1
5
4
1
年
リ
ス
ボ
ン
か
ら

E

ン

4
1

大
航
海
に
出
発
し
、
二
度
と
西

-

4

欧
の
土
を
踏
む
こ
と
は
あ
り
ま

圃

せ
ん
で
し
た
。
船
で
当
時
ポ
ル
ト
ガ
ル
の

植
民
地
だ
っ
た
イ
ン
ド
の
ゴ
ア
へ
行
き
、

宣
教
師
と
し
て
の
仕
事
を
始
め
ま
し
た
。

そ
の
後
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
が
支
配
し
て
い
た

場
所
を
訪
れ
、
マ
レ
ー
シ
ア
の

マ
ラ
ッ
カ

で
パ
ウ
ロ
・
ヤ
ジ
ロ
ウ
と
い
う
日
本
人
と

友
達
に
な
り
ま
し
た
。
ヤ
ジ
ロ
ウ
か
ら
日

本
の
話
を
聞
き
、
日
本
を
キ
リ
ス
ト
教
に

改
宗
さ
せ
る
こ
と
に
熱
中
し
て
い
き
ま
し

た
。1

5
4
9年
8
月
日
日
に
、
ヤ
ジ
ロ
ウ

の
故
郷
、
鹿
児
島
に
到
着
後
、
情
熱
を
も

っ
て
布
教
し
、

日
本
と
そ
の
人
々
に
Z

窪
旧

を
注
ぎ
、

2
年
3
か
月
に
わ
た
り
こ
の
国

に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。
日
本
で
は
、
多
く

の
場
所
を
訪
れ
、

こ
の
国
の
文
化

・
政

治
・
宗
教
の
研
究
も
行
い
ま
し
た
。

'

彼
は

1
5
5
2
年
、
中
国
本

-

土
へ
の
入
国
機
会
を
待
っ
て
い

-

た
時
に
、

広
東
付
近
の
島
で
亡

-

く
な
り
ま
し
た
。
キ
リ
ス
ト
教

-

徒
は
、
ザ
ビ
エ
ル
が
奇
蹟
を
な

回

し
た
と
信
じ
て
い
ま
す
。
伝
説

と

一

で
は
、
数
百
マ
イ
ル
か
な
た
の

四

ポ
ル
ト
ガ
ル
海
軍
の
勝
利
を
予

こ

-

言
し
た
り
、

水
夫
に
船
が
沈
没

る

-

す
る
か
ら
出
航
し
な
い
よ
う
に

-

E

告
げ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
o

，

x
-
マ
ラ
ッ
カ
で
は
、

3
日
前
に
亡

伝

-

く
な
っ
た
赤
ん
坊
を
生
き
返
ら

と

園

せ
た
と
語
り
継
が
れ
て
い
ま
す
。

i

-
彼
は
異
教
の
地
で
亡
く
な
っ
た

心

-

の
で
、
後
に
マ
ラ

ッ
カ
へ
遺
体

国

が
移
さ
れ
ま
し
た
。
彼
の
遺
体

-

を
乗
せ
た
船
が
マ
ラ

ッ
カ
へ
着

目

い
た
と
き
、
マ
ラ

ッ
カ
で
流
行

-

し
て
い
た
疫
病
が
急
に
終
息
し

-

た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

.

の
後
、
遺
体
は
マ
ラ

ッ
カ
か
ら

別
の
場
所
に
移
さ
れ
ま
し
た
が
、
今
で
も

ザ
ピ
エ
ル
の
お
墓
に
コ
イ
ン
を
落
と
し
、

願
い
事
を
す
る
と
、
望
み
が
か
な
う
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
の
1
月
2
日
に
マ
ラ
ッ
カ
を
訪
れ

た
と
き
、
願
い
事
を
す
る
た
め
に
ザ
ピ
エ

ル
の
お
墓
へ
行
っ
て
き
ま
し
た
。
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大
村
市
医
師
会

貞
松
病
院

みんなの
健康

知
っ
て
お
き
た
い

「
頚
部
脊
椎
症
の
臨
床
症
状
」

江
J 11 

正

加
齢
と
共
に
骨
の
脆
弱
性
、
退
行
性

変
化
に
伴
な
う
疾
患
が
増
大
し
治
療
に

難
渋
す
る
こ
と
も
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
一
つ

と
し
て
頚
の
背

骨
の
加
齢
的
変

性
疾
患
で
頚
部

脊
椎
症
(
頚
椎

「漢
方
に
つ
い
て

知
っ
て
い
ま
す
か
?
」

大
村
市
医
師
会

前
川
外
科
ク
リ
ニ

ッ
ク

目リ

JlI 

ム主

主円

裕

ム
漢
方
を
取
り
巻
く
誤
解

漢
方
は
明
治
維
新
以
降
、
急
激
に
衰

割

引

町

え

ま

し

た

。
そ

の
漢
方
が
最
近

見
直
さ
れ
つ
つ

あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
専
門
家

症
と
略
す
)
が
あ
り
ま
す
。
頚
は
ご
存

知
の
知
く
、
重
い
頚
部
(
平
均
4
同
)

を
細
い
頚
の
背
骨
で
支
え
、
し
か
も
動

き
に
富
ん
で
い
る
た
め
体
の
な
か
で
も

障
害
を
生
じ
易
い
部
位
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
良
く
動
く
関
節
の
周
囲
で

は
靭
帯
の
牽
引
力
な
ど
の
影
響
で
、
そ

の
附
着
部
に
骨
の
増
殖
、
変
形
が
生
じ

る
と
同
時
に
、
背
骨
を
上
下
に
連
結
し

て
い
る
軟
骨
性
の
ク

ッ
シ
ョ
ン
(
椎
間

板
と
い
う
)
も
変
性
し
弾
力
性
が
減
弱

し
狭
小
化
を
生
じ
る
結
果
と
な
り
ま

す
。
殊
に
第
4
1
5
1
6番
目
の
頚
の

背
骨
が
頚
の
運
動
の
中
心
部
に
当
た
る

た
め
、
こ
の
レ
ベ
ル
の
変
化
が
一
般
に

多
く
出
現
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
変
化
が
背
骨
に
生
じ
る

の
目
で
見
れ
ば
、
漢
方
薬
に
様
々
な
誤

解
が
ま
つ
わ
り
つ
い
て
い
ま
す
。
そ
の

な
か
の
最
た
る
者
が
『
漢
方
薬
は
、
長

い
間
飲
ま
な
い
と
効
か
な
い
』
と
い
う

も
の
で
す
。
実
際
に
は
即
効
性
の
薬
も

多
い
の
で
す
。
た
と
え
ば
、
風
邪
で

お
℃
台
の
熱
の
あ
る
子
供
に
、
漢
方
薬

を
飲
ま
せ
た
ら
、
日
分
(
!
)
後
に
平

熱
に
な
っ
た
症
例
。
原
因
不
明
の
め
ま

い
で
、
治
療
法
が
な
い
と
言
わ
れ
た
患

者
さ
ん
に
漢
方
薬
を
飲
ま
せ
た
ら
、

3

日
で
め
ま
い
が
な
く
な
っ
た
症
例
。
な

ど
な
ど
、
こ
れ
ら
は
極
端
な
例
で
す
が
、

西
洋
医
学
以
上
の
力
を
発
揮
す
る
場
合

も
多
い
の
で
す
。

ー
人
と
薬
の
相
性

l

と
、
そ
こ
か
ら
出
て
、

子

(
上
肢
)
足

(
下
肢
)
に
分
布
し
て
い
る
神
経
や
脊

髄
自
体
が
圧
迫
、
刺
激
さ
れ
る
た
め
軽

い
も
の
で
は
肩
こ
り
、
背
筋
痛
、
頚
の

運
動
痛
が
出
現
し
、
重
篤
に
な
る
と
子

の
シ
ビ
レ
や
力
が
は
い
ら
な
く
な
り
細

か
い
手
先
の
仕
事
が
困
難
に
な
り
ま

す
。
ま
た
両
足
全
体
の
シ
ビ
レ
感
や
歩

行
が
し
に
く
く
転
び
易
い
な
ど
の
症
状

の
ほ
か
、
排
尿
障
害
な
ど
も
生
じ
ま
す
。

時
に
は
左
前
胸
部
の
狭
心
症
様
廃
痛
を

お
こ
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
頚
の
背
骨
の
周
り
に
は
環
境
の

変
化
や
感
情
の
起
伏
に
敏
感
に
反
応
す

る
交
感
神
経
が
両
側
を
走
り
、
頚
か
ら

出
る
神
経
と
連
絡
す
る
他
、
脳
へ
分
布

す
る
頚
の
動
脈
の
周
り
や
内
耳
、
瞳
孔

た
と
え
ば
、
風
邪
に
関
連
し
て
使
用

さ
れ
る
処
方
は
、
ざ
っ
と
あ
げ
た
だ
け

で
も
、
加
種
類
を
軽
く
超
え
ま
す
。
こ

れ
ら
の
処
方
の
中
か
ら
、
個
人
の
体
質

だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
と
き
の
体
調
に

あ
わ
せ
て
、
処
方
を
選
ん
で
使
用
す
る

こ
と
が
大
切
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、

こ
の
も
っ
と
も
適
切
な
も
の
を
選
ぶ
と

い
う
こ
と
が
、
専
門
家
で
も
難
し
い
こ

と
な
の
で
す
。
こ
れ
が
ピ
タ
リ
と
当
っ

た
と
き
に
は
、
前
に
述
べ
た
よ
う
な
、

す
ば
ら
し
い
治
療
効
果
が
得
ら
れ
ま

す
。

ー
気
持
ち
良
く
、
無
理
を
せ
ず
l

不
眠
症
に
効
く
漢
方
薬
が
数
種
類
あ

り
ま
す
。
自
殺
目
的
で
、
こ
れ
を
大
量

な
ど
と
も
連
絡
し
て
い
る
た
め
、
こ
の

神
経
が
頚
の
背
骨
の
変
形
な
ど
で
刺
激

さ
れ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
変
化
す
る
結

果
、
頭
痛
(
頚
性
頭
痛
)
、
幅
気
、
耳

鳴
り
、
目
ま
い
(
頚
性
目
ま
い
て
眼

性
疲
労
な
ど
の
症
状
を
生
じ
て
ま
い
り

ま
す
。

ま
た
肩
こ
り
に
も
大
き
く
影
響
し
て

き
ま
す
。
勿
論
、
こ
の
よ
う
な
症
状
は

他
の
疾
患
で
も
生
じ
ま
す
の
で
鑑
別
診

断
が
必
要
な
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り

ま
せ
ん
。
神
経
麻
庫
が
出
現
し
た
ら
子

術
が
必
要
に
な
る
こ
と
が
多
く
、
症
状

の
軽
度
の
う
ち
に
専
門
医
の
的
確
な
診

断
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
を
お
す
す
め
致

し
ま
す
。

に
飲
ん
だ
人
が
救
急
車
で
運
ば
れ
て
き

ま
し
た
が
、
全
く
眠
く
な
ら
な
か
っ
た

そ
う
で
す
。
い
わ
ゆ
る
睡
眠
薬
と
ち
が

っ
て
、
む
り
や
り
眠
ら
せ
る
薬
で
は
な

く
、
自
然
の
眠
り
を
誘
う
薬
だ
が
ら
な

の
で
す
。

ー
お
わ
り
に
l

『漢
方
は
病
を
治
す
の
で
は
な
く
、

人
を
治
す
」
と
言
わ
れ
ま
す
。
病
気
の

共
通
点
を
見
つ
け
て
治
療
す
る
西
洋
医

学
的
発
想
は
、
今
世
紀
に
お
い
て
、
す

ば
ら
し
い
成
果
を
あ
げ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
れ
か
ら
は
人
間
の
個
別
性

を
重
視
す
る
、
東
洋
医
学
的
発
想
も
、

重
要
に
な
っ
て
く
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

宮(095)

826-5511 

月曜日 |院内感染

火曜日 |陥入爪

水曜日 |百日咳

木曜日 |アレjルレキギ申一性墨炎のレ一サザホ-手術

金曜日 l燃えつき症{候|長芙

土士.但日曜日BI 高齢者の婦人病

信司賓室窟冨冨・
ー』 申し込み・問い合わせ

可保育咋惇血管JJP
ます。

償却l

3
月
の
テ

l
マ

日曜日・祝日などに、冠婚葬祭への出席、または、就労など
家庭で保育できない状況にある就学前の児童 (離乳が完了
前の児童を除きます)を保育するものです。

新城保育園

3月...7日・14日・21日・22日・28日

午前8時30分~午後5時

1日 1，500円

実施保育所

実施日

保育時 間

保育料

お
詫
び
と
訂
正

広
報
2
月
号

「み
ん
な
の
健
康
」
で、

広
島
大
学
名
誉
教
授
・
荻
原
仁
先
生
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
萩
原
仁
先
生
の
誤

り
で
し
た
。
訂
正
し
お
詫
び
し
ま
す
。
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金
岳
民
年
金
保
険
料
の
納

刈
を
お
忘
れ
な
く
!

現
在
、
大
村
市
が
発
行
し
て
い
る
平

成
凶
年
度
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
書

は
、
使
用
期
間
が
残
り
わ
ず
か
(
平
成

日
年
4
月
初
日
)
と
な
っ
て
い
ま
す
。

納
期
限
を
過
ぎ
て
い
る
の
に
う
っ
か
り

納
付
を
忘
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
り
、
口

座
振
替
で
引
き
落
と
し
が
で
き
て
い
な

か
っ
た
な
ど
、
未
納
の
保
険
料
が
あ
る

方
は
お
早
め
に
納
付
を
お
願
い
し
ま

す
。
紛
失
な
ど
に
よ
り
納
付
書
を
お
持

ち
で
な
い
場
合
に
は
、
納
付
書
を
発
行

い
た
し
ま
す
の
で
年
金
係
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

来
る
べ
き
老
後
の
備
え
と
し
て
年
金

受
給
権
を
確
保
し
、
少
し
で
も
多
く
の

年
金
を
受
給
す
る
た
め
に
も
年
金
保
険

料
の
納
め
忘
れ
が
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。
保
険
料
の
未
納
期
間
が
多
い
と

せ
っ
か
く
納
付
し
て
い
た
年
金
が
受
給

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

5
月
以
降
に
は
、
社
会
保
険
事
務
所
か

ら
保
険
料
の
請
求
(
納
付
書
の
送
付
)

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
現
在
の
状
況
で
は
納
付
が
ど

う
し
て
も
で
き
な
い
場
合
に
は
、
放
っ

て
お
か
ず
に
ご
面
倒
で
も
お
早
め
に
保

険
年
金
課
年
金
係
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
お
電
話
で
も
結
構
で
す
。

国
民
年
金
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

広
報
お
お
む
ら
9
月
号
で
募
集
し
ま

し
た

「第
ロ
回
大
村
市
国
民
年
金
写
真

コ
ン
テ
ス
ト
」
の
入
賞
者
を
次
の
方
々

に
決
定
し
ま
し
た
。
皆
さ
ま
か
ら
の
多

数
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
な
お
、
入
賞
作
品
に
つ
き
ま
し
て

は
、
年
金
制
度
P
R
の
た
め
に
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

{
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
者
}

推
薦

川
鶴
正
保
(
片
町
)

特
選

井
沢
恵
美
子
(
玖
島
2
丁
目
)

上
野
剛
志
(
田
下
町
)
楠
本
邦
博

(
須
田
ノ
木
町
)

入
選

牛
嶋
正
美

(
古
町
1
丁
目
)

楠
本
邦
博
(
須
田
ノ
木
町
)

佳
作

浦
孝
行
(
乾
馬
場
町
)
橋
口

文
雄
(
片
町
)
楠
本
哲
夫
(
中
岳
町
)

奨
励
賞

片
山
紀
彦
(
松
並
1
丁
目
)

楠
本
哲
夫
(
中
岳
町
)
相
良

一
路

(
本
町
)

問
い
合
わ
せ保

険
年
金
課
(
内
線
1
1
3
)

第
吃
回
国
民
年
金
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

推
薦
川
鶴
正
保
さ
ん

(片
町
)
の
作
品

国
民
健
康
保
険
被
保

喰
者
証
、
退
職
被
保

険
者
証
が

4
月
1
日

か
ら
変
わ
り
ま
す

現
在
お
持
ち
の
国
民
健
康
保
険
被
保

険
者
証
、
退
職
被
保
険
者
証
は

3
月
白

日
で
有
効
期
限
が
切
れ
ま
す
。

4
月
か
ら
は
新
し
い
被
保
険
者
証

(
灰
色
)
、
退
職
被
保
険
者
証
(
肌
色
)

に
変
わ
り
ま
す
。

新
し
い
被
保
険
者
証
は
3
月
下
旬
に

郵
送
し
ま
す
が
、

4
月
に
な

っ
て
も
届

か
な
い
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

新
し
い
被
保
険
者
証
が
届
い
た
ら

①
被
保
険
者
証
の
内
容
に
誤
り
が
あ
れ

ば
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

②
4
月
か
ら
病
院
に
か
か
る
場
合
は
、

必
ず
新
し
い
被
保
険
者
証
(
灰
色
、
肌

色
)
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

③
職
場
の
社
会
保
険
に
加
入
し
た
人
、

市
外
に
転
出
し
た
人
で
、
被
保
険
者
証

の
喪
失
届
を
し
て
い
な
い
人
は
早
く
届

出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

④
仕
事
を
や
め
て
、
新
た
に
国
民
健
康

保
険
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

は
、
社
会
保
険
等
の
喪
失
証
明
書
を
持

参
し
て
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
退
職
者
医
療
該
当
者
は
必
ず
、

年
金
証
書
も
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ保

険
年
金
課
(
内
線
1
1
3
)

健康
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素
人
に
よ
る
ふ
ぐ
の
謂
理
の
防
止
に
つ
い
て

最
近
、
県
内
で
素
人
に
よ
る
ふ
ぐ
の

調
理
で
食
中
毒
が
多
発
し
、
死
亡
事
故

も
起
き
て
い
ま
す
。

ふ
ぐ
は
、
種
類
に
よ
っ
て
、
筋
肉
、

皮
、
内
臓
な
ど
に
テ
ト
ロ
ド
ト
キ
シ
ン

と
い
う
毒
を
持
っ
て
い
ま
す
。

ふ
ぐ
の
毒
は
、
煮
て
も
焼
い
て
も
分

解
さ
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
に
、
ふ
ぐ
を
調
理
す
る
に

は
、
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
ふ
ぐ
を
選

別
で
き
る
人
、
ま
た
、
ふ
ぐ
の
有
毒
部

位
(
皮
、
内
臓
な
ど
)
を
適
切
に
除
去

す
る
こ
と
が
で
き
る
人
が
必
要
で
す
。

(
ふ
ぐ
処
理
者
の
資
格
が
必
要
)

素
人
が
ふ
ぐ
を
調
理
す
る
こ
と
は
非

常
に
危
険
で
す
。
ふ
ぐ
は
専
門
家
が
調

理
し
た
も
の
を
食
べ
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
食
中
毒
は
夏
場
だ
け
起
こ
る

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

調
理
し
た
も
の
は
で
き
る
限
り
阜
く

食
べ
て
し
ま
い
ま
し
ょ
う
。
ス
ト
ー
ブ

な
ど
暖
房
器
具
が
あ
る
部
屋
に
食
品
を

長
い
間
放
置
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

-つ
。

問
い
合
わ
せ健

康
増
進
課

(
内
線
1
4
4
)

予
防
接
種
実
施
中
!

三
種
混
合
・
麻
し
ん
・
風
し
ん

年
間
を
通
じ
て
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
子
様
の
体
調
の
よ
い
時

に
受
け
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
「
健
康
の
し
お
り
と
国
民
健
康
保
険
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。



ご
存
じ
で
す
か
(
第
9
回
)

平
成
昭
年
4
月
1
日
か
ら

介
護
保
験
制
度
が
始
ま
り
ま
す

福
祉

介
護
保
険
制
度
が
始
ま
る
と
、
介
護

が
必
要
な
状
態
に
な
っ
た
と
き
、
私
た

ち
は
ど
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら

れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
介
護
保
険
制
度

で
は
、
介
護
が
必
要
だ
と
認
め
ら
れ
た

人
は
、
介
護
が
必
要
な
度
合
で

6
段
階

に
分
け
ら
れ
ま
す
。
以
下
は
要
介
護
状

態
区
分
3
(
※
)
に
認
定
さ
れ
た
場
合

に
利
用
で
き
る
代
表
的
な
サ
ー
ビ
ス
例

で
す
。こ

の
事
例
は
、
あ
く
ま
で
も
典
型
的

な
事
例
で
す
の
で
、
個
々
の
高
齢
者
の

状
態
や
選
択
に
よ
り
、
別
の
サ
ー
ビ
ス

を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

※
要
介
護
状
態
区
分
3

排
池
・
入
浴
に
つ
い
て
の
全
介
助
の

ほ
か
、
清
潔
・
整
容
等
の
全
般
に
つ
い

て
全
面
的
な
介
助
が
必
要
な
状
態
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
夜
間
・
早
朝
の
巡
回
訪

問
介
護
を
含
め
1
日
2
回
の
サ
ー
ビ
ス

が
利
用
で
き
る
水
準

-訪問介護…ホームヘルパ一等が家庭

を訪問して介護や家事援助を行います0

.訪問看護…医師の指示によって 看 護

婦や保健婦が家庭を訪問して看護 を行

います。

・通所介護…デイサービスセンタ ー で

生活指導や食事・入浴等のサービ スが

日帰りで受けられます。

・通所リハビリテーション …老人保健

施設や病院等で機能訓練等のサービス

が日帰りで受けられます。

高齢福祉課(内線158.159)問い合わせ

要介護状態区分 3で通所サービスに重点、を置いた組み合わせ

月 火 7Jく 木 ノ主へ 土 日

午

通所介護 通所介護 通所介護
同'J

または または 訪問看護 または

通所リハビリ 訪問介護 通所リハビリ 通所リハビリ 訪問介護

アーンヨ/ ァーンョン アーンヨ/

午

後 訪 問介護 訪問介護 訪問介護 訪問介護 訪問介護 訪問介護 訪問介護

(巡回型)(山)一)I 悩
(巡回型) (巡回型) (巡回型)

介
護
保
険
の
説
明
会
を

開
催
し
ま
す

次
の
日
程
で
介
護
保
険
の
説
明
会
を

行
い
ま
す
。
ほ
か
の
地
区
に
つ
い
て
も

定
期
的
に
開
催
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
ご
要
望
が
あ
れ
ば
各
地
区
ま

で
説
明
に
伺
い
ま
す
の
で
、
高
齢
福
祉

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

時
間

午
後
7
時
1
9時

三
浦
出
張
所

3
月
5
日
倒

鈴
田
出
張
所

3
月
ロ
日
働

菅
一瀬
出
張
所

3
月
四
日
制

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

3
月
お
日
制

中
央
公
民
館

4
月
2
日
也

西
大
村
出
張
所

4
月
9
日

ω

問
い
合
わ
せ

高
齢
福
祉
課

(
内
線
1
5
8
、

1
5
9
)

市民健康講座 一人暮しのための 真月 日 時間 内 ロ壬モ壬、

生き生きシルバー健康講座 3月5日(金)
13 : OO~ 

講開講演式r6・5講歳師か/ら医の師健康づくり自己紹介」15 : 30 

65歳からの健康で豊かな人生を考える講座です。
3月12日憧)

10: OO~ 講『演・調暮理実習・講師/毎栄日養士
新しい“生き生きシルバー"の仲間との出会い 14 : 00 一人らしのための の健康食j

にも期待してご参加ください。
13 : 30~ 

講W6演5歳・か実ら技の・体講力師づ/く健り~康腰運痛動予指防導、士転倒予防J期 間 3月 5日(金)-31日(水) 3月17日(水) 15 : 30 
対象 者 市内で一人暮らしをしている65歳以上の男女

講『演老化・調を理防実ぐ習食生・講活師j/栄養士募集人員 40人(応募者多数の場合は先着順) 3月24日(水)
10 : OO~ 

受講 料 無料(教材費 800円程度自己負担)
14 : 00 

t暴 所 保健福祉センター (すこやかセンター) 3月31日(水)
13 : 30~ 講講演師/『介医護師保・険開講につ式いてJ

申込・問い合わせ 保健福祉センター Te154-9111 15 : 30 
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税所
得
税
の
納
税
は

期
限
内
に

確
定
申
告
に
よ
る
所
得
税
の
納
期
限

は
、
申
告
期
限
と
同
じ

3
月
日
日
卯
で

す
。
期
限
内
に
納
税
を
お
済
ま
せ
く
だ

さ
い
。

ま
た
、
振
替
納
税
を
利
用
し
て
い
る

人
は
、
あ
ら
か
じ
め
指
定
さ
れ
た
預
貯

金
口
座
の
残
高
を
確
認
し
て
お
い
て
く

だ
さ
い
。

納
期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
、
未
納
と
な

っ
て
い
る
税
額
に
対
し
、
年
U
、
6
%

(
5
月
日
日
ま
で
は
年
刀
%
)
の
延
滞

税
が
か
か
り
ま
す
。

な
お
、

一
度
に
納
め
ら
れ
な
い
と
き

は
、
確
定
申
告
で
お
さ
め
る
こ
と
と
な

る
税
額
の

2
分
の
l
以
上
を
3
月
日
日

四
ま
で
に
納
め
、
残
り
の
税
額
を
5
月

泊
日

ωま
で
延
納
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
た
だ
し
、
延
納
期
間
中
は
、
延
納

す
る
税
額
に
対
し
、
年
内
ω
%
の
利
子
税

が
か
か
り
ま
す
。

※
所
得
税
お
よ
び
消
費
税
の
納
税
に
は

「
振
替
納
税
制
度
」
の
ご
利
用
を
お
勧

め
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

諌
早
税
務
署
(
岱
②

1
3
7
0
)

国
定
資
産
税
の
路
線

価
格
を
公
開
し
ま
す

平
成
日
年
度
の
固
定
資
産
税
評
価

額
(
土
地
)
の
計
算
基
礎
と
な
る
、

路
線
価
格
を
公
開
し
ま
す
。

※
本
年
度
は
地
価
が
下
落
し
て
い
る

地
域
に
限

っ
て
、
路
線
価
格
の
下
落

修
正
を
行
っ
て
い
ま
す
。

公
開
日

3
月
1
日
間w
j

(土
・
日
曜
日
・
祭
日
を
除
き
ま
す
)

手
数
料

無
料

場
所

・
問
い
合
わ
せ

税
務
課
(
内
線
1
2
0
)

平成11年度 市民税・県民税・国民健康保険税の

申告はお早めに!
3月は、次の日程(土・日を除きます)で申告を受け

付けます。申告受付日に都合のつかない人や、 2月に申

告できなかった人は、早めに市役所で申告してください。

なお、申告期限は 3月15日(月)です。

未申告の場合、所得証明などの交付や国民健康保険税

の軽減制度の適用も受けられませんので、必ず申告して
ください。

国
定
資
産
税
課
税
台
帳

の
縦
覧
が
で
き
ま
す

縦
覧
を
希
望
す
る
人
は
、

印
鑑
か
本

人
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
書
類

(
運
転

免
許
証
や
保
険
証
な
ど
)
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

期
間

3
月
1
日
間
j
お
日

ω

(土

・
日
曜
日
・
祭
日
を
除
き
ま
す
)

縦
覧
で
き
る
人
市
内
に
土
地
、
家
屋
、

償
却
資
産
を
持
っ
て
い
る
人
お
よ
び
そ

の
代
理
人
(
代
理
人
の
場
合
は
承
諾
書

が
必
要
で
す
)

場
所
・
問
い
合
わ
せ

税
務
課

問い合わせ 税務課(内線 12 2) 

所

ー浦出張所
萱瀬
福重

出張所
松原

鈴回
一 出張所

竹松

場Jl 
(水)

(木)

申告受付日

3月3日

3月4日

Jl 
受付日程表

地区

鈴田
竹松 (農業のある世帯)

三浦・萱瀬

福重・松原

(金)3月5日
(
内
線
1
2
0
)

市役所大会議室

(月)

(火)

3月8日大村

西大村
(農業のある世帯)

土
地
の
評
価
額
の

修
正
に
つ
い
て

固
定
資
産
税
の
算
定
の
基
礎
と
な
る

「
土
地
の
評
価
額
」
に
つ
い
て
、
地
価

が
下
落
し
、
課
税
上
著
し
く
均
衡
を
失

す
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
平
成

叩
年
度
か
ら
基
準
年
度
で
な
く
て
も
、

土
地
の
価
格
に
修
正
を
加
え
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
日
年
度
に
お
い
て
地
方
税
法
附

則
第
U
条
の

2
第
1
項
の
規
定
に
よ
っ

て
価
格
の
修
正
を
行
っ
た
土
地
は
、
次

の
区
域
内
に
あ
る
宅
地
お
よ
び
宅
地
比

準
土
地
で
す
。

「
価
格
の
修
正
を
行
っ
た
地
域
」

東
本
町
・

本
町
・
西
本
町
・
片
町
・

玖
島

一
丁
目
の
各
々

一
部

場
所
・
問
い
合
わ
せ

税
務
課
(
内
線
1
2
0
)

3月9日

用
途
地
域
の
孤
大
に

伴
う
都
市
計
画
税
の

課
税
に
つ
い
て

急
速
に
進
む
住
宅
開
発
や
、
適
正
な

都
市
機
能
の
配
置
・
整
備
を
図
る
た
め

に
平
成
日
年
度
に
用
途
地
域
の
拡
大
が

な
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
新
た
に
拡
大
さ
れ
た
地
域
に
、

土
地
、
家
屋
を
所
有
さ
れ
て
い
る
人
に

は
、
平
成
日
年
度
か
ら
大
村
市
都
市
計

画
税
条
例
に
基
づ
き
課
税
標
準
額
の

ω
%
が
都
市
計
画
税
と
し
て
新
た
に
課

税
さ
れ
ま
す
。

「
拡
大
さ
れ
た
地
域
」

今
村
町

・
溝
陸
町

・
岩
松
町

・
木
場
一一

丁
目
・

赤
佐
古
町

・
徳
泉
川
内
町

・
水

計
町
・

久
原
二
丁
目

・
武
部
町
・

三
城

町
・
玖
島

一
丁
目

・
上
諏
訪
町

・
雄
ケ

原
町
・
池
田
新
町

・
池
田

一
丁
目

・
池

田
二
丁
目

・
坂
口
町
・
荒
瀬
町
・
原

町

・
松
原

一
丁
目

・
松
原
二
丁
目
の

各
々

一
部

場
所
・
問
い
合
わ
せ

税
務
課
(
内
線
1
2
0
)
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バ
イ
ク
や
軽
自
動

車
等
の
廃
車
や
譲

渡
手
続
き
は
お
済

み
で
す
か
?

毎
年
、
4
月
1
日
を
基
準
日
に
、
バ

イ
ク
や
軽
自
動
車

・
小
型
特
殊
自
動
車

の
税
金
が
課
税
さ
れ
ま
す
。
次
の
よ
う

な
時
に
は
、
す
ぐ
に
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

(
4
月
2
日
以
降
に
手
続
き

さ
れ
た
場
合
は
、
今
年
度
ま
で
課
税
さ

れ
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。)

。
他
人
に
譲
渡
し
た

O
市
外
に
転
出
す
る

。
破
損
や
老
朽
化
の
た
め
使
え
な
く
な

っ
た
、
ま
た
は
ス
ク
ラ

ッ
プ
処
分
し
た

O
盗
難
に
あ
っ
た
(
先
に
警
察
に
盗
難

届
け
を
出
し
て
く
だ
さ
い
)

問
い
合
わ
せ

税
務
課
(
内
線
1
2
2
)



罵境
合
併
処
理
浄
化
槽
の
維

持
管
理
費
補
助
金
の
申

請
は
忘
れ
ず
に
!

本
年
度
も
補
助
金
申
請
の
時
期
と
な

り
ま
し
た
。
記
録
票
や
領
収
書
な
ど
を

整
理
し
、
忘
れ
な
い
よ
う
申
請
し
ま
し

ょ、っ
。

さ
て
、
こ
の
補
助
金
も
開
始
か
ら
3

年
を
経
過
し
、
補
助
金
算
定
基
準
の
一

部
改
正
を
行
い
ま
し
た
。
昨
年
度
と
は

若
干
異
な
る
形
式
と
な
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

補
助
金
を
受
け
る
た
め
の
条
件

①
設
置
の
際
、
市
か
ら
補
助
金
を
受
け

て
い
る
こ
と

②
適
正
に
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
行
っ
て
い

る
こ
と

・
法
定
検
査
を
受
け
て
い
る
こ
と

・
保
守
点
検
を
年
3
回
以
上
実
施
し
て

い
る
こ
と

・
清
掃
を
年
1
回
実
施
し
て
い
る
こ
と

次
の
場
合
、
補
助
金
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん

①
市
か
ら
設
置
補
助
を
受
け
て
い
な

い
と
き

②
働
長
崎
県
浄
化
槽
協
会
の
法
定
検

査
を
拒
否
、
ま
た
は
検
査
料
の
支
払

い
を
怠
っ
て
い
る
た
め
法
定
検
査
が

実
施
で
き
な
い
と
き

③
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
不
十
分
な
と
き

④
公
共
下
水
道
・
農
業
集
落
排
水
の

区
域
内
で
、
供
用
開
始
後
6
か
月
以

内
に
接
続
せ
ず
、
引
き
続
き
合
併
処

理
浄
化
槽
を
使
用
し
て
い
る
と
き

補
助
金
の
申
請

①
補
助
対
象
経
費
平
成
凶
年
4
月
1

日
j
平
成
日
年

3
月
紅
白
の
期
間
に

要
し
た
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
費
用

②
所
定
の
用
紙
に
次
の
書
類
を
添
付

し
て
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い

0

・
法
定
検
査
料
(
日
条
検
査
)
の
領

収
書
の
コ
ピ

l
、
保
守
点
検
料
の
領

収
書
と
記
録
票
の
コ
ピ

l
、
清
掃
料

の
領
収
書
と
記
録
票
の
コ
ピ
ー

③
申
請
書
提
出
期
限4

月
初
日
幽

厳
守

※
一
回
目
の
法
定
検
査

(
7
条
検
査
)

は
補
助
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

※
申
請
書
提
出
期
限
は
絶
対
守
っ
て

く
だ
さ
い
。
期
日
を
過
ぎ
る
と
補
助

金
が
支
出
で
き
ま
せ
ん
。

④
補
助
金
の
額

1
表
の
額
と
2
表
で

計
算
し
た
額
と
を
比
較
し
て
、
ど
ち

ら
か
少
な
い
ほ
う
の
額

問
い
合
わ
せ環

境
保
全
課

(
内
線
1
4
4
)

5人槽 U 6人槽 11 7人槽 11 8人槽以上

法定検査料・保守点検料・清掃料の領収書の総額

+プラス
(ブロアー電気料加算 1，000円×使用月数)

ーマイナス

30，000円 32，000円 34，000円 36，000円
x x x x 

(使用月数/12)(使用月数/12)(使用月数/12)(使用月数/12)

槽人

減
一服

1表

実補助経費額
31，000円 34，000円 37，000円 40，000円基準額

平
成
什
年
度
か
ら

水
道
料
金
・
下
水
道
使
用
料
を
合
算
し
た
金
額

で
納
付
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま
す

(公共下水道等の使用料平均相当)

水
道
料
金
・
下
水
道
使
用
料
に
つ
い

て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
納
付
書
ま
た
は
、

口
座
振
替
で
納
付
し
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
が
、
平
成
日
年
度
(
平
成
日
年

3
月
分
、
平
成
日
年
5
月
に
請
求
)
か

ら
、
合
算
し
た
金
額
で
納
付
し
て
い
た

だ
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。

。
納
付
書
は
水
道
部
か
ら
の
発
送
と
な

り
ま
す
。

。
納
付
書
に
は
、
水
道
料
金
・
下
水
道

使
用
料
の
内
訳
を
記
載
し
て
い
ま
す

が
、
合
算
し
た
金
額
を
納
付
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

。
水
道
・
下
水
道
の
開
始
・
中
止
等
の

子
続
き
は
、
水
道
部
で
行
い
ま
す
。

。
納
入
方
法
に
つ
い
て
は
、
別
途
利
用

者
の
方
に
通
知
し
ま
す
。

。
3
月
の
水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
分
か
ら

お
知
ら
せ
票
に
、
水
道
料
金
、
下
水
道

使
用
料
を
記
載
し
、
合
計
金
額
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

。
そ
れ
ぞ
れ
の
料
金
の
お
問
い
合
わ
せ

に
つ
い
て
は
、
従
来
ど
お
り
水
道
部
、

下
水
道
業
務
課
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

水
道
部
業
務
課
料
金
係

(岱

@
1
1
1
1
)

下
水
道
業
務
課
料
金
係

(包
⑬
4
1
1
1内

線
4
1
1
・
4
1
2
)

下
水
道
が
整
備
さ
れ
る
と

下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
が

賦
課
さ
れ
ま
す

下
水
道
の
施
設
は
、
道
路
や
公
園
な

ど
の
よ
う
な

一
般
の
公
共
施
設
と
遣
っ

て
、
整
備
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
利
用
で

き
る
人
々
が
限
ら
れ
て
き
ま
す
。
下
水

道
の
建
設
費
を
市
税
な
ど
で
賄
う
と
、

将
来
的
に
下
水
道
の
思
恵
を
受
け
な
い

人
達
ま
で
負
担
を
か
け
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

公
平
な
負
担
の
原
則
か
ら
、
整
備
す

る
こ
と
で
利
益
を
受
け
る
人
達
に
下
水

道
建
設
費
の
一
部
を
負
担
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
一
層
の
整
備

促
進
を
し
よ
う
と
い
う
の
が
、

「都
市

計
画
法
に
基
づ
く
受
益
者
負
担
金
制

度
」
で
す
。

受
益
者
負
担
金
を
納
め
る
時
期

皆
さ

ん
の
区
域
の
事
業
の
進
み
具
合
に
応
じ

て
逐
次
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

受
益
者
負
担
金
額

土
地
1
2
m
当
た
り

2
0
0
円
(
坪
当
り
約
6
6
0
円
)
で

す
。

問
い
合
わ
せ

下
水
道
業
務
課
(
内
線
4
1
1
)

19 



「水
」
を
知
り
た
く
あ
り
ま
せ
ん
か

生
活
排
水
対
策
推
進
員
の
す
す
め

私
た
ち
の
身
近
に
あ
る
大
村
湾
や
川

の
こ
と
を
知
り
た
い
。
こ
ん
な
人
に
お

す
す
め
な
の
が
、
生
活
排
水
対
策
推
進

員
で
す
。

全
6
回
の
「
や
さ
し
い
環
境
講
座
」

を
と
お
し
て
、
水
を
中
心
に
環
境
に
関

す
る
基
礎
知
識
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
す
。

ぜ
ひ
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

募
集
期
間

3
月
1
日
卯
l
お
日
樹

募
集
人
員

ω人
(
先
着
順
・
定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
り
)

活
動
期
間

4
月
1
日
か
ら

一
年
間

活
動
内
容

年
6
回
の

「や
さ
し
い
環
境
講
座
」
へ

の
参
加
(
下
水
処
理
場
や
清
掃
セ
ン
タ

ー
の
見
学
、
リ
パ

l
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
へ

の
参
加
な
ど
)

活
動
謝
礼

5
、

0
0
0円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

環
境
保
全
課
(
内
線
1
4
4
)

あ
な
た
の
ネ
コ
は
大
丈
夫
?

ネ
コ
は
、
放
し
飼
い
が
一
般
的
に
な

っ
て
い
る
た
め
、
飼
い
主
が
知
ら
な
い

う
ち
に
、
隣
近
所
に
様
々
な
迷
惑
を
か

け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

な
か
に
は
、
野
良
ネ
コ
に
食
事
だ
け

あ
げ
て
後
は
知
ら
ん
ぷ
り
と
い
う
人
も

い
る
よ
う
で
す
。
た
し
か
に
、
腹
ぺ
こ

の
ネ
コ
に
見
つ
め
ら
れ
る
と
、
つ
い
食

事
を
与
え
た
く
な
る
の
は
人
情
で
す
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
ネ
コ
は
と
こ

ろ
か
ま
わ
ず
フ
ン
や
お
し
つ
こ
を
し
た

り
、
庭
や
ゴ
ミ
置
き
場
を
荒
ら
し
た
り

と
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
繁
殖
を
繰
り
返
す
と
さ
ら
に

被
害
や
ト
ラ
ブ
ル
が
増
加
し
、
ネ
コ
嫌

い
の
人
も
増
え
て
き
て
、
結
果
的
に
ネ

コ
に
と
っ
て
住
み
に
く
い
環
境
に
な
っ

5
ま
い
ま
す
。

鐘

フ
ン
の
処
理
な
ど
の
身
の
回
り
の
こ

と
や
繁
殖
の
管
理
が
で
き
な
い
の
で
あ

れ
ば
、
安
易
に
食
事
を
与
え
る
べ
き
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

ネ
コ
の
放
し
飼
い
は
、
ケ
ン
カ
や
交

通
事
故
、
迷
子
に
な
っ
た
り
と
危
険
が

い
っ
ぱ
い
で
す
。
万
が
一
の
こ
と
を
考

え
て
、
飼
い
主
が
わ
か
る
よ
う
に
、
連

絡
先
を
記
入
し
た
迷
子
札
な
ど
を
首
輪

に
つ
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

ネ
コ
に
と

っ
て
必
要
な
も
の
は
、
周

囲
は
お
構
い
な
し
の
自
分
勝
手
な
人
で

は
な
く
、
責
任
を
持
っ
て
世
話
を
し
て

く
れ
る
飼
い
主
で
す
。

問
い
合
わ
せ

環
境
保
全
課

(
内
線
1
4
4
)

ダイオキシン類濃度測定結果

市清掃センターから排出されるガス中のダイオキシン類

濃度測定を実施しましたので、その結果をお知らせします。

当清掃センタ一焼却炉、 3炉からの排出ガス中の夕、イオ

キシン類濃度測定の結果O.28~O.50ナノグラム/nìでした。

この数値は、下記の表を見ても現在および平成14年12月

以降についても基準値以下の低い数値であり、良好な運転

管理がなされているとの結果が出ています。

3月21日(日)は

大村湾沿岸一斉清掃の日です
~みんなの力で海岸はスッキリ~

〔厚生省環境整備課より示された排ガス中の夕、イ オキシン類濃度基準表〕

燃処焼理室能の力
新設の基準 既設の基準
平成日年12月施行 平成10年11月まで 平成14年11月まで 平成14年12月以降

4t!h以上 0.1ナノグラム1m3 1ナノグラム1m3

基準の
2t!h ~4t!h 1ナノクラム1m3 適用を猶予 80ナノグラム1m3 5ナノグラム1m3

2t!h未満 5ナノグラム1m3 10ナノグラム1m3

L ー一一一一一

-資源物回収となるペットボトルの出し方について

e0マークがついているぺ ットボトルは、資源ごみとして出

してくださし'0
・可燃ごみと一緒に出しであるごみ袋カずあります。4月1日から

未収集シールを貼り、啓発していきますのでご注意くださし ¥0

.ぺッ トボトルのフタは必ず取り除いてくださし、。(フタは

可燃ごみです)

()主)色のついた数字が大村市の施設適合基準です。
※ 1ナノグラム =10億分の 1クラム

大村湾をきれいにする会大村支部では、ふるさ

とのきれいな川や海を子供たちに残そうと、

年 2回(3月と 8月)沿岸清掃を行っています。

皆様の参加をお願いします。

昨年 3月に実施された沿岸清掃 (大村公園先沿岸)

( 8月は大村湾全域で実施されますが、 3月は大村市独自で行
っています。)

市民会場 大村公園先沿岸(史跡新蔵波止付近)

〔玖島川~大高ボート部艇庫前海岸〕

.清掃センターへの持ち込み時間の変更について

平成11年 4月1日 (木)から下記のとおりとなります。

※平日午前8時30分~午前11時30分、午後 1時~午後 4時15分

※土曜日午前 8時30分~午前11時15分

清掃課 854ー 31 0 0 

-20-

問い合わせ

3月21日(日)午前 7時30分(1時間程度)

大村湾をきれいにする会大村支部

(環境保全課内内線 14 4) 

※当日は長靴を履いてきてくださし'0
(道具類、軍手は準備します。)

※雨天の場合は中止します。

時

問い合わせ

日



聞
電
話
加
入
権
を
公
売

圃

税
務
課
(
内
線
1
2
7
)

市
税
滞
納
に
よ
り
差
し
押
さ
え
た
電

話
加
入
権
を
公
売
し
ま
す
。

日
時

3
月
四
日
樹
、
午
後
1
時
鈎
分

場
所
市
役
所
第
5
会
議
室
(
下
水
道

建
設
課
横
)
公
売
方
法
一
般
競
争

入
札
代
金
納
付
期
限
即
納
持
参

す
る
も
の
印
か
ん
(
代
理
人
の
場
合

は
委
任
状
)
公
売
台
数
若
干
※

N
T
T
の
譲
渡
承
認
が
得
ら
れ
な
い
場

合
(
未
成
年
者
の
買
受
な
ど
)
は
、

売

却
決
定
を
取
り
消
し
ま
す
。
な
お
、
公

売
開
始
前
ま
で
に
完
納
さ
れ
た
も
の
に

つ
い
て
は
、
公
売
を
中
止
し
ま
す
。

市役所

怨 53・4111(代表)

管
財
課
(
内
線
2
3
0
・
2
3
1
)

平
成
什
年
度

平
成
吃
年
度

建
設
工
事
な
ど
の
指
名

顕
申
請
を

平
成
日
年
度
・
ロ
年
度
建
設
工
事
、

測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
な

ど
の
競
争
入
札
に
参
加
を
希
望
さ
れ
る

人
は
、
次
の
と
お
り
参
加
資
格
審
査
申

請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

要
件
①
建
設
工
事
リ
建
設
業
の
許
可

を
有
し
、
か
つ
経
営
事
項
の
審
査
を
受

け
て
い
る
人

②
測
量
・
建
設
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
業
務
付
営
業
に
関
し
、
法
律

上
必
要
と
な
る
資
格
を
有
す
る
人

申
請
書
類
建
設
省
の
統
一
様
式
お
よ

び
市
の
独
自
様
式
に
よ
り
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。
申
請
場
所
管
財
課
監
理
係

申
請
期
間

3
月
1
日
何
j
況
日
同

園鶴盟麗饗欝覇寵?l

平
成
什
年
度一

地
籍
調
査
事
業

地
籍
調

F 
3 
5 
8 

3 

9 

。
調
査
地
区

玖
島
1
・
2
・
3
丁

目、

幸
町
、
片
町

説
明
会

4
月
日
日

ω
lお
日
働

現
地
調
査

5
月
j

7
月
・

9
月
j

u

月
※
土
地
所
有
者
に
は
、
説
明
会
お

よ
び
調
査
日
程
を
事
前
に
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

。
調
査
方
法
の
概
要

①
国
土
調
査
法

に
基
づ
き
土
地
一
筆
地
の
現
地
調
査
を

行
い
ま
す
。
②
土
地
所
有
者
と
の
現
地

立
会
に
よ
り
境
界
(
筆
界
)
を
確
定
し

ま
す
。
③
確
定
し
た
境
界
に
基
づ
き
地

籍
測
量
を
行
い
ま
す
。
④
地
籍
図
、
地

籍
簿
等
を
整
え
、
成
果
の
閲
覧
(平
成

日
年
1
月
予
定
j

m
日
間
)
⑤
国
土
庁

の
認
証
を
受
け
、
登
記
(
平
成
日
年
8

月
l
m
月
予
定
)
を
行
い
ま
す
。

。
お
願
い

境
界
が
不
明
な
所
は
、
隣

接
土
地
所
有
者
と
事
前
に
立
会
を
行

い
、
境
界
を
明
確
に
し
て
お
い
て
く
だ

さ
い
。

・
所
有
権
移
転
等
の
必
要
な
土

地
は
、
で
き
る
だ
け
登
記
を
し
て
お
い

て
く
だ
さ
い
。

あ
る
場
合
は
、

大」

3
0

7
hv
 

-
境
界
上
に
障
害
物
が

移
動
し
て
お
い
て
く
だ

題錬事費彊冒頭薗園田E睡選輔

大
村
市
指
定
給
水
装
置
工
事

事
業
者
の
指
定
に
つ
い
て

水
道
部
業
務
課
(
岱
@
1
1
1
4
)

大
村
市
に
お
い
て
給
水
装
置
の
工
事

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
工
事
事
業
者
と

し
て
、
次
の
と
お
り
指
定
し
ま
し
た
。

指
定
番
号

ω

指
定
工
事
事
業
者
名

A
Z
設
備
(
諌

早
市
福
田
町
2
4
9
71
6
)

指
定
年
月
日
平
成
日
年
1
月
7
目

。
こ
存
じ
で
す
か
?

市
水
道
を
ご
使
用
の
給
水
装
置
工
事

「間違いだらけのクルマ選び99年版J
徳大寺 有恒著

1999年のクルマ社会はどうなるかについ
てのエッセイと 、国産車・ 外国車の全車
種批評を掲載。クルマ選びの参考書とし

E てどうぞ。

は
、
市
が
指
定
し
た
工
事
事
業
者
で
な

け
れ
ば
、
施
工
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
も
し
、
そ
の
他
の
者
が
、
勝
手
に

給
水
装
置
を
設
置
し
た
り
、
改
造
し
た

り
し
た
場
合
、
給
水
が
で
き
な
く
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。ガ

ー
ル
ス
カ
ウ
ト
募
集
!

事
務
局
(
岱
③

4
3
4
8
・
夜
)

小
学
校
1
年
生
以
上
の
女
の
子
な
ら

だ
れ
で
も
O
K
で
す
。
県
内
、
九
州
内
、

全
国
各
地
の
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
の
仲
間

と
の
交
流
も
あ
り
ま
す
。一

緒
に
キ
ャ

ン
プ
に
行
っ
た
り
、
歌
を
う
た
っ
た
り
、

ク
ラ
フ
ト
を
し
ま
し
ょ
う
。

あやしい探検隊 パリ島横恋慕 (椎名誠著)/一夜の客 (杉
本苑子著)/ウメ子 (悶JII佐和子著) /ゴージャス (篠原著)
/雇用破綻 (岸宣仁著)/望潮 (村田喜代子著) /
Windows98因ったときに聞く本 (高作義明著)/三文オペラ
に恋して (工レーヌ ファインスタイン著)/生を踏んで恐
れず (津本陽著)/なぜ人を殺してはいけないのかつ (永井均
小泉善之著)/犯罪被害者遺族 (小西聖子著)/ピンの一 [ピ
ン] (伊集院静著)/ヨコハマB級ラビリンス (山崎洋子著)
/恋愛中毒 (山本文緒著)

この他にもたくさんの新着図書を用意しています。

どうぞ、ご利用ください。

f水は限りある資源Jです。
大切に使いましょう。

節水にご協力を!
昨年の秋頃から例年に比べて雨が少ない状態が続いています。

このまま続くと水不足にもなりかねません。市民の皆様一人ひと
りの節水をお願いします。

.風呂の残り湯の利用を l

.洗濯はため洗いを 1

.はみがきはコップに汲んで 1

.洗車はバケツに汲んで|

.庭・道へのまき水はひかえめに|

問い合わせ水道部業務課

図書館・史料館休館します

図書資料・古文書等の点検・整理等のため、休館

します。なお、3月25日(木)の館内整理日は開館します。

3 月 1 日 (月 )~12 日 (金)

Te1.53-1111 

休館中に図書館のトイレの改修工事を行いますが、 3月13
日(土ゆ開館後もしばらく工事は続き、使用できませんので、
2階の史料館のトイレか駐車場の公衆 トイレをご利用くだ
さい。ご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をお願い
します。

問い合わせ 市立図書館 (n. FAX@ 245(7) 

市立史料館 (n⑬19(79)
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市役所

ft53・4111(代表)

大
村
都
市
開
発
鮒
(
管
理
業
務
)

(宮

@
4
1
5
1
)

大
村
市
火
葬
場
(
斎
場
)

(包

@
5
5
8
2
)

時火 立
問葬 伊
等I易己
が(号
変斎 ら
わ揚
り)

まの
す開

場

大
村
市
火
葬
場
の
開
場
時
間
は
、
午

前
9
時
加
分
か
ら
午
後
6
時
ま
で
と
な

り
ま
す
。
な
お
、
火
葬
の
受
付
時
間
は
、

午
前
日
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で
で
す
。

ま
た
、
火
葬
場
の
休
場
日
は
、

1
月

1
日
お
よ
び
毎
月
第
1
友
引
日
と
な
り

ま
す
。移

動
労
働
相
談

長
崎
県
長
崎
労
政
事
務
所

(
8

0
9
5
1
8
2
1
1
4
5
6
)
 

理
由
な
く
会
社
を
解
雇
さ
れ
た
り
、

賃
金
や
退
職
金
を
払
っ
て
も
ら
え
な
い

等
の
労
働
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

日
時

3
月
間
日
側
、
午
後
1
時
i
4

時
場
所
長
崎
県
諌
早
地
区
合
同
庁

舎
会
議
室
(
諌
早
市
永
昌
東
町
)

労
働
基
準
法
の
一
部
改
正

諌
早
労
働
基
準
監
督
署

(岱
⑫
3
3
1
0
)

①
経
済
社
会
の
変
化
に
対
応
し
た
主
体

的
な
働
き
方
の
ル
i
ル

m

つ
く
り
②
職
業

生
活
と
家
庭
生
活
と
の
調
和
、
労
働
時

間
短
縮
の
た
め
の
環
境
情
つ
く
り
③
労
働

契
約
の
複
雑
化
、
個
別
化
に
対
応
し
た

ル
ー
ル

m

つ
く
り
の

3
つ
の
柱
か
ら
な
る

「労
働
基
準
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法

律
」
が
公
布
さ
れ
ま
し
た
。

改
正
内
容
は
労
働
契
約
期
間
の
上
限

延
長
な
ど
で
、
そ
の
大
部
分
は
本
年
4

月
1
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

あ
な
た
も
付
け
て
み
ま
せ
ん
か
っ

環
境
家
計
簿

長
崎
県
県
民
生
活
課

(2
0
9
5

8
2
4
3
6
2
1
)
ま
た
は

市
商
工
課
(
内
線
2
4
1
)

電
気
、
ガ
ス
な
ど
の
毎
月
の

エ
ネ
ル

ギ
ー
使
用
料
を
記
録
す
る
こ
と
に
よ

り、

二
酸
化
炭
素
排
出
量
を
換
算
で
き

る
環
境
家
計
簿
を
ご
存
じ
で
す
か
?

色面司
3
3

FAEG③
 

運長2
航崎伊
{更空占
が港す
就 S5 
航富良
し山も|
ま間足
す季で

皇官

商
工
課
(
内
線
2
4
1
)

各
旅
行
代
理
屈

ま
た
は

長
崎
県
と
北
陸
地
方
と
を
結
ぶ
直
行

便
が
3
月
1
日
か
ら
5
月
白
日
ま
で
1

日
l
便
就
航
し
ま
す
。
季
節
往
復
割
引

と
し
て
加
%
の
運
賃
割
引
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ダ
イ
ヤ

長

崎

午

後
2
時
お
分
発
↓

富

山

午

後
4
時
お
分
着
、
富
山
午

前
日
時
加
分
発
↓
長
崎
午
後
零
時
日

分
着

J
R九
州
長
崎

i
佐
世
保
問

特
急
「
シ
ー
ボ
ル
ト
」

新
設

J 
R 
九
州
大
村

谷駅
⑫ 
3 
6 
0 
0 

J
R
の
ダ
イ
ヤ
改
正
が

3
月
日
日
に

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

長
崎
j
佐
世
保
聞
に
特
急
「
シ
l
ボ

ル
ト
」
が
新
設
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
こ

の
特
急
列
車
は
J
R
史
上
初
め
て
愛
称

名
に
人
名
が
使
用
さ
れ
ま
し
た
。

上
佐世保着

10 : 28 

15 : 56 

大村着

9: 39 

15 : 00 

長崎発

9: 04 

14 : 27 

停車駅
列車名

シーボルト 2号

シーボルト 4号

下
り

長崎着大村発佐世保発停車駅
列車名

12 : 49 12 : 14 11 : 20 シーボルト 1号

※
竹
松
駅
に
停
車
す
る
快
速
列
車
の
上

り
が
2
本
増
え
、
上
り
9
本
、
下
り
6

本
、
合
計
日
本
に
な
り
ま
す
。

.可
17 : 50 

「

17 : 17 16 : 24 シーボルト 3号

口にあてはまる数字を答えてください。

4月は統一地方選挙ですc これは、平成11年3月
1日から5月31巴までの閣に任期が満了する地方公
共団体の議会の議員や長の選挙について、その期
日を法律で全国的に統一するものですc

大村市においてもまず長崎県議会議員選挙が11 
日に行われ、 2週間後の仁自に大村市議会議員選挙

が実施されますコ

いじめっこ狼とナナちゃん (アニメ24分)

ランポ のあぶないいたずら (アニメ15分)

おおきなかぶ (アニメ21分)

お
も
て

=口一
圃

玖
島
1
丁
目
白
番
地

=b一

-
Q
U

一
居

市
選
挙
管
理
委
員
会

国

事
務
局

同
凶

日

応募締切 3月20日(土)当日消印有効

※正解者5人に記念品を贈呈 (正解者多数の場合は抽選。
当選人の発表は発送をもって代えさせていただきます)

問い合わせ 選挙管理委員会事務局 (2月号の正解/20)

-22-

つ
り

~ 
クイス、の答

住所

氏名

年齢

電話番号

視聴覚ライブラリー

春休み子ども
映画会
・園長E謁盟国

1o : 00 13 : 00 15 : 00 
ニ 涌 出 張 所 |鈴 田 出 張 所 |萱瀬出張所

松 原 出 張 所 |福重出張所 |竹松出張所

10: 00- 市コミセン・中地区公民舘・西大村コミセン

分

分

分

1
7

7

 

(/」

4
1
門
/」

メ
メ
メ

一一一一一一

ア
ア
ア

リ
ん
ン

グ
や
オ

ン
ら
イ

)

ン
シ

テ
と
ラ

土
セ
光

子
の
い

(

川

の
ま
し

q
u
ミ
ね

ー原
ん
さ

1
E
コ
対

日一草

て

や

わ
州
市
西

10 : OO~ 11 : 00 
14 : 00~15 : 00 

U
O
白

議室出面会l
入場無料目



旭警

官
.0. 
Eコ

定。昌
期ク
演ラ
奏ブ
z:::i; 

八
橋
(
包

@
3
3
9
5

日
時

3
月
日
日
出

、
開
場
午
後
1

時
・
開
演
午
後
1
時

却

分

場

所

市

民
開
館
入
場
料
無
料

第

6
回
大
村
中
学
校

吹
奏
楽
部
定
期
演
奏
会

市役所

怨 53-4111(代表)

大
村
中
学
校
(
包
@
1
3
3
3
)

大
村
生
活
学
校
・
生
活
展

コ
ミ
セ
ン

(宮

@
3
1
6
1
)

日
時

3
月
6
日
目
、
午
前
9
時
加
分

l
午
後
2
時

場

所

コ

ミ

セ

ン

内
容
生
け
花
・
手
芸
等
の
作
品
展
・

生
活
雑
貨
等
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
即
売
会
・

七
宝
焼
体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど

参
加
し
ま
せ
ん
か
?

「
お
は
な
し
の
会
」

中
地
区
公
民
館
(
包
⑮

1
3
7
6
)

豊
か
な
子
供
の
成
長
を
願

っ
て
、
親

子
で
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
毎
週
月
曜
日
、
午
後
3
時
1

3

時

加

分

場

所

中

地

区

公

民

館

対

象

親

子

・

小

学

低

学

年

生

内

容

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
・
お
り
が
み
・

手

あ
そ
び
・
童
謡
な
ど
参
加
費
無
料

氏ジ l
のョ g
警ゼ手
作 iイ

ポサと
スラ 李
タマ 喜
I I嘗

展ゴ長

企
画
調
整
課
(
内
線
2
2
2
)

ポ
ル
ト
ガ
ル
共
和
国
シ
ン
ト
ラ
市
と

の
姉
妹
都
市
交
流
事
業
の

一
環
と
し
て

作
家
サ
ラ
マ

l
ゴ
氏
の
著
作
・
ポ
ス
タ

ー
展
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
・
場
所

。3
月
5
日
幽

1
1
日
制
、
午
前
9
時

i
午
後
日
時
場
所
コ
ミ
セ
ン

。3
月
日
日
出
j
お
日

ω、
午
前
山
時

j
午
後
6
時
場
所
市
立
図
書
館

※
た
だ
し
、
日
日
間

-n日
間

・
2
日

仰
は
休
館
と
な
り
ま
す
。

内

容

著

作

数

十

点

(
外
国
語

版
)
・
昨
年
ロ
月
に
本
邦
初
訳
さ
れ
た

代
表
作
「
修
道
院
回
想
録
」

・
ポ
ス
タ

ー
約
凶
点
な
ど

トキメキ世界講座なかち<公民館まつり
3/7(日)・13(土)・14(日) 3 月 9 日伏) 午後6時~8時

コミセン 2階第3会議室

石橋睦子氏

大村市在住の元県立高校教諭でホ チミン市総合大学
日本語教師 (1 994~ 1997) 

テーマ [チャオ 1素顔のベトナム、日本語教師体験談」

入場料無料

申し込み ・問い合わせ

土
寸
肝
市

円
門

H
z
r
e
，r
F』「

日

場

講

企画調整課 (内線223)

日時 3月14日(日)午前10時30分~正午

会場市立図書館学習室

演 題 「生きる力をは ぐく む本の世界」

入場料無料
※当日は手話通訳があります。なお、駐車場が狭いので、できるだけ
公共支通機関をご利用ください。

講師の種村さんは5年前、進行性胃がんの宣告を受け、 その体験と司
書と しての経験を生かして、 鹿児島県内の小 ・中・高校で、フック ト
ークを用いて、死を語り、 命の大切さを教える 「いのちの授業」を行
っています。ぜひ、 皆さ んお誘い合わせのうえ、ご参加くださ L、。

問い合わせ 市立図書館 (Tel目Fax52-2457) 

種村エイ子氏講演会

中地区公民館を定期的に利用しているグルー プが、日ご

ろの活動成果を発表し ます。多数お出かけ ください。各グ

ルー プへの参加は、誰でも いつでもでき ます。この機会に

自分にあった生涯学習を見つけてみませんか。

E長話事鍾謹備当哩

3月7日(日)午前9時50分~午後4時30分

大正琴・ 健康体操ー謡曲 ー詩吟民踊 ーコーラス 民謡 剣

詩舞 ・フラダンス ー尺八 ー扇舞ーアー トバレエ レクダンス

拡事冒路事ヨ~F.l~・

13日(土)• 14日(日)午前9時~午後4時30分※最終日は午後4時まで

書 絵画・ 俳句。おりがみ陶芸写真 生け花木目込

み ーア トフラワ 茶花刺しゅう-パ、ソチワークほか

医翠 13日仕) 茶実会 (表千家)14日(日)茶の 湯 (宗偏流)

l 席300円、茶席券は当 日会場でお求め くだ さ~ ) 0 

13日出 午後2時~・ 14日(日)午前10時30分~E三書留E言首亘書藍蓮彊

14 日 (日) 午前10時~11時

うどん ・ケーキ・ 炊き込みごはん・ 手作 り品など

EH里1::&薗司r=::IJi彊闘.
問い合わせ 中地区公民館 (n@ 1 3 7 6) 

曲己入育時日
g場文・時

ハ何料イヒ開
講43固九州吹奏楽コンクール長暗県予遅 ζ宍 七演 3

力ミミ ン雪月
リh'オタノ、
1 いJ 車、 ~l 1:3と 27

舞 7 さ午日
曲二曲くお 住)
ほチf 目ら品
か己 ;t刈聞

の戸)J>会場
結トノ V 場午

婚 p 後
序弓体 1

-・E顎 :iE3!濃密明言闘nfR胃癌層圏Z冒頭問調間関閏i;咽

教育ローン
。 九州銀行大村支后 大村市本目J436-13

n52-3136 
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市役所

ft53・4111(代表)

若
い
お
母
さ
ん
の
サ
ポ
ー
ト

役
に
な
っ
て
み
ま
せ
ん
か

健
康
増
進
課
(
内
線
1
4
0
)

少
子
化
が
進
み
、
核
家
族
が
増
え
る

中
、
悩
め
る
お
母
さ
ん
も
増
え
て
い
ま

す
。
そ
ん
な
地
域
の
お
母
さ
ん
を
サ
ポ

ー
ト
し
て
い
た
だ
け
る
人
を
探
し
て
い

ま
す
。

名
称
母
子
保
健
推
進
員
(
市
長
が
委

嘱
し
ま
す
)

内

容

健

康
診
査
や
乳

幼
児
健
康
相
談
の
勧
め
な
ど
任
期

2
年
間
(
平
成
日
年
4
月
j
平
成
日
年

3
月
)

募
集
期
限

3
月
白
日
同

婦
人
交
通
指
導
員
募
集

交
通
安
全
協
会
(
岱
⑧

9
8
8
9
)

資
格

次
の
各
号
全
て
に
該
当
す
る
人

①
四
歳
か
ら
紅
歳
ま
で
の
未
婚
の
女
性

②
高
校
卒
業
程
度
の
学
歴
を
有
す
る
人

③
市
内
居
住
の
人

提
出
書
類
履
歴
書
(
写
真
貼
付
)

身
体
検
査
診
断
書

・
住
民
票

応
募
締
切

3
月
日
日
附
必
着

大
村
市
立
病
暁

調
理
員
(
臨
時
職
員
)
募
集

大
村
市
立
病
院
庶
務
係

(岱
⑫
2
1
6
1
・
内
線
2
1
0

市
立
病
院
で
は
、
次
の
と
お
り
調
理

員
(
臨
時
職
員
)
を
募
集
し
ま
す

募
集
人
員
若
干
名

応
募
資
格

市
内
に
お
住
ま
い
で
調
理

師
免
許
を
有
す
る
人

申
込
期
限

3
月
ロ
日
幽

申
込
方
法
市
販
の
履
歴
書
に
写
真
貼

付
の
う
え
、
免
許
証
の
写
し
を
添
付
し

て
市
立
病
院
庶
務
係
へ
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

高
校
・
大
学
奨
学
生
募
集

教
育
委
員
会庶

務
課
(
内
線
3
7
1
)

。
大
村
市
奨
学
生

資

格

市

内

に
住
所
を
有
す
る
人
の
子

弟
で
、
高
校

・
国
立
高
専

・
短
大
・
大

学
に
在
学
中

(
4
月
進
学
予
定
者
を
含

み
ま
す
)
の
人
の
う
ち
、
経
済
的
理
由

に
よ
り
修
学
困
難
で
か
つ
、
人
物
・

学

業
と
も
に
優
れ
て
い
る
人

貸

与

月

額

高
校
・
高
専
:
・

1
万
円
、

大
学

・
短
大
・
:
1
万
5
、
0
0
0
円

※
た
だ
し、

高
校

・
高
専
に
つ
い
て
は
、

他
制
度
と
の
併
給
制
限
が
あ
り
ま
す
。

募
集
期
間

3
月
日
日
間W
1
5
月
7
日
倒

。
長
崎
県
育
英
会
奨
学
生

資
格

県
内
に
1
年
以
上
住
所
を
有
す
る

人
の
子
弟
で
、
大
学
に
在
学
中
の
人
の
う

ち
、
経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
困
難
で
か

っ
、
人
物
・
学
業
と
も
に
優
れ
て
い
る
人

貸
与
月
額

国
公
立
・
:
3
万
1
、
0
0
0

円
、
私
立
:・
3
万
7
、
0
0
0
円

募
集

期
間

3
月
日
日
開
1
5
月
日
日
∞

長
崎
県
民
の
森

イ
ベ
ン
ト
参
加
者
募
集

長
崎
県
民
の
森
キ
ャ
ン
プ
場

(包

0
9
5
9⑫
1
6
6
0
)

日
時

3
月
幻
日
間
、
午
後
1
時
1
4

時

場
所

長
崎
県
民
の
森
キ
ャ
ン
プ

場
管
理
棟
周
辺
(
シ
イ
タ
ケ
栽
園
)

内
容

シ
イ
タ
ケ
の
種
駒
打
ち
・:
午
後

1
時
1
3時
・
ヨ
モ
ギ
の
も
ち
つ
き
:
・

午
後
3
時
j
4
時

定
員

2
0
0
人

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

申
込

期
限
・
方
法

3
月
日
日
刊

(
電
話
予

約
の
み

・
定
員
に
な
り
次
第
締
切
)

受

付

長

崎
県
民
の
森
キ
ャ
ン
プ
場
管

理

棟

午

前

日
時
i
午
後
1
時

参
加

料

小

学
生
以
上
1
人
1
0
0
円

準
備
す
る
も
の

作
業
し
や
す
い
服
装
、

軍
手
を
各
自
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

童放宅

室雰門
同 1受主王
)児度

入童
所ク
児ラ
護ブ
募(
集学

各
児
童
ク
ラ
ブ

対
象

共
働
き
、
父
子
、
母
子
家
庭
お

よ
び
そ
の
他
の
事
情
で
、
下
校
後
の
児

童
の
保
育
に
欠
け
る
小
学
校
1
年
生
1

3
年
生

開
所
期
間

4
月
1
日
か
ら

1
年
間
開
所
時
問

。
下
校
後
l
午

後
5
時
加
分
(
月
j
金

)

O
第
1
・

3
土
曜
日
・・・
午
前
日
時
i
午
後
5
時
加

分

。

第

2
・
4
土
曜
日
・
長
期
休
み

期
間
・・・
午
前

8
時
j
午
後

5
時
却
分

(三
城
ク
ラ
ブ
は
若
干
変
更
が
あ
り
ま

す
)クラブ名 校区 問い合わせ

くさぶえクラブ 富の原小 2③ 1 582 

さくらんぼクラブ 中央小 -西大村小 n@3 3 3 9 

とまとクラブ 大村小 n~ 6 4 3 8 

にんじんクラフ 竹松d、 2② 7 8 3 2 

ほうこクラ ブ 放虎原小 2② 2 1 9 4 

= 城 ク ラブ 三城小 2②053 3 

あさひっこクラブ 旭が丘小 n~ 6 2 9 0 

記念撮影 4・~ .--、
証両事亘笹損益 目白 お車でどうぞ、
出張撮影 、ゆ， ...-
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市役所

ft53・4111(代表)

住
宅
情
報

-
市
曽
住
宅
入
居
者
募
集

申
込
期
限

3
月
刊
日
同

抽

選

日

3
月
叩
日
働

午
前
叩
時

1

入

居

日

4
月
1
日
附

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

建
築
課

(内
線
4
4
1
)

住宅名 戸数 間取り 構造 階

旭 2 K 中耐4

池 田 2 K 中耐4 4 

池 回 3DK 中耐4 4 

戸吊ム角 盤 2 3DK 中耐3 2' 3 

松並第1 2 3DK 中耐5 1 . 4 

松並第1 3DK 中耐4 3 

。等
す
上

ま
以

り
歳

な
印

毘
(
は

て
身

つ
単

よ
(、

入
す

収
で

の
宇
】

者
、住

居
能

人
可

び
居

造
よ
入
)

構
お
身
す

火
宅
単
ま

耐
住
は
り

層
居
ト
あ

中
入
一

が

は
パ
限

耐
貨
ア
制

中
家
旭
の

※
※
※
 

-
県
営
住
宅
入
居
者
募
集

募
集
住
宅
案
内
書
配
布

3
月
2
日
伏

申
込
期
間

3
月
9
日

ωi什
日
附

抽

選

日

3
月
旬
日
同

申
込
及
び
用
紙
配
布
場
所
並
び
に
問

い
合
わ
せ
先

長
崎
県
住
宅
供
給
公
社

大
村
事
務
所

大
村
市
東
三
城
町

6
1
1

県
営
パ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

2
階

岱
位

|
6
8
2
5

※
公
営
住
宅
で
は
、
犬
・
猫
等
ペ
ッ

ト
類
の
飼
育
・
持
ち
込
み
は
で
き
ま

せ
ん
。

こ
利
用
く
だ
さ
い

森
圏
フ
ァ
ミ
リ
ー

ス
ポ
ー
ツ
広
場

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
(
内
線

3
6
6
)

ミ
ニ
サ

ッ
カ
ー
、
バ
ス
ケ

ッ
ト
コ
ー

ト
(
ス
リ
1
オ
ン
ス
リ
1
用
)
、
ロ
ー
ラ

ー
ス
ケ
ー
ト
場
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

場
所

市
民

0

ア
ー
ル
横
(
森
園
町
)

※
ミ
ニ
サ

ッ
カ
ー
場
に
つ
い
て
は
申
請

が
必
要
で
す
。
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
で
申

請
手
続
き
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

ナ
イ
タ
i
使
用
チ

i
ム
は

登
録
が
必
要
で
す

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
(
内
線

3
6
6

登
録
内
容

責
任
者
・
保
証
人
・
チ
ー

ム
名
簿
・
雨
天
返
納
の
た
め
の
銀
行
口

座

抽
選
日
毎
月
却
日
頃
に
翌
月

(
1
日
1
月
末
)
の
分
を
調
整
し
ま
す
。

※
詳
し
い
日
程
・
会
場
に
つ
い
て
は
申

請
時
の
申
請
用
紙
に
記
載
し
ま
す
。

※
抽
選
日
の
前
日
ま
で
に
登
録
の
な
い

チ
l
ム
は
、
そ
の
時
の
抽
選
は
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
。

抽
選
時
間

森
園
運
動

広
場
:
・
午
後
1
時
、
郡
中
グ
ラ
ン
ド
:
・

午
後
2
時
、
補
助
グ
ラ
ン
ド
・
:
午
後
3

時
、
森
園
フ

ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
広
場

.
・
午
後
4
時

第
お
巴
大
村
市

防
災
少
年
剣
道
大
会

大
村
消
防
署

予
防

課

(
岱
@

4
1
3
8

火
災
予
防
思
想
の
普
及
を
図
る
た
め
、

市
内
各
地
の
少
年
剣
士
約
5
0
0
人
を

一
同
に
会
し
、
防
火
少
年
剣
道
大
会
を

開
催
し
ま
す
。

日
時

3
月
7
日
側
、
午
前
9
時
加
分

場
所

体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
メ
イ
ン

ア
リ
ー
ナ

主
催

大
村
市
危
険
物
安

全
協
会

主
管

大
村
消
防
署

健
康
ウ
ォ
!
ク
参
加
者
募
集

原
田

(宮
⑬
4
2
3
8
)

毎
月
2
回
、
日
曜
日
に
野
道
を
歩
い

て
み
ま
せ
ん
か
。
「
ユ
ッ
ク

リ
組
」
は

「
ゲ
ン
キ
組
」
よ
り
距
離
を
短
く
し
て
、

ほ
ぼ
同
時
刻
に
目
的
地
に
到
着
す
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。

が九ばっています

第12回全国中学校
バレーボール大会優勝

レ
チ

2
告
を

パ
県
中
報
覇
。

学
崎
島
の
連
初

中
長
玖
勝

2
市

抗
た
、
優
き
ゴ
川

対
し
人
れ
続

5

県
勝

2
訪
に
ワ

府
優
中
を
年

L

道
で
郡
所
昨
(

都
会
(
役

。ヒ

国
大
子
市
た
し

全
ル
選
、
し
ま

回

一
の
が
ま
し

ロ
ボ
ム
)
し
た

第
一
一
人
を
果

ミ多ι土tと王求ま景土克にやざしし、お斗え・・.
米穀・総合肥 料卸

~株式会社イデ包
大村市東大村二丁目 1117-8

無洗米・銀河おい(い・ベんり

業務用・家庭用・アウトドアーに…
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市役所

ft53・4111(代表)

ご
寄
付

ご
好
意

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

(敬称略)

。
香
典
返
し

社
会
福
祉
基
金
へ

V
鈴
木
久
枝
(
東
本
町
)
叩

万
円
V
松
尾
千
恵
(
杭
出
津
2
丁
目
)
叩
万
円

V
山
口
フ
サ
(
小
路
口
本
町
)
日
万
円

社
会
福
祉
協
議
会
へ

V
嘉
喜
田
む
ら
(
鬼
橋
町
)

叩
万
円
V
中
島
信
子
(
武
留
路
町
)
5
万
円
V

浦
田
俊
男
(
久
原
2
丁
目
)
日
万
円
V
松
永
麗

子
(
東
本
町
)
叩
万
円
V
楠
本
フ
サ
(
木
場
1

丁
目
)
金

一
封
V
野
田
和
子
(
諏
訪
2
丁
目
)

m万
円
V
南
ツ
ヤ
子
(
竹
松
町
)
叩
万
円
V
鷹

取
常
秋
(
玖
島
3
丁
目
)
日
万
円

松
原
住
民
セ
ン
タ
ー
へ

V
重
山
正
(
松
原
3
丁

目
)
叩
万
円

三
浦
住
民
セ
ン
タ
ー
へ

V
浅
井
弘
見
(
溝
陸
町
)

叩
万
円

。

一
般
寄
付

社
会
福
祉
基
金
へ

V
岡
野
崎
商
事
H
3
万
円
V

九
州
電
力
闘
大
村
発
電
所
H
4
万
6
、

5
0
0

円
V
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
l
ト
末
吉
岩
松
駅
前
庖

(
岩
松
町
)
1
万
1
、

3
1
9
円
V
妙
宣
寺
寒

修
行
団
(
福
重
町
)
叩
万
円

社
会
福
祉
協
議
会
へ

V
城
南
高
校
日
8
、
9
8

9
円
ほ
か
V
大
村
民
踊
愛
好
会
芳
文
会
H
4
万

円
V
チ
ャ
リ
テ
ィ

l
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員

会
H
5万
円
V
長
安
寺
寒
修
行
団
H
m万
円

清
和
国
へ

V
親
奉
会
(
森
安
太
郎

・
松
尾
謙
・

末
永
辰
夫

・
小
下

一
義
)
理
容
奉
仕
V
佐
世
保

花
王
製
品
販
売
側
H
花
王
製
品

慈
恵
荘
へ

V
間

日
本
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
選
手

会
H
2
万
円
V
松
永
シ
ズ
エ
(
松
並
1
丁
目
)

生
花
教
室
指
導
V
辻
み
ち
子

(
松
並
1
丁
目
)

生
花
教
室
指
導
V
赤
木
信
雄
(
富
の
原
1
丁
目
)

車
い
す
磨
き
V
下
川
宣
義
(
富
の
原
1
丁
目
)

車
い
す
磨
き
V
長
崎
き
の
こ
H
し
め
じ
V
小
佐

古
子
供
会
H
餅
V
佐
世
保
花
王
販
売
鮒
H
花
王

(
中
岳
町
)
石
け
ん
V
永
淵

製
品
V
岩
本
一
ア
シ

屋
H
ま
ん
じ
ゅ
う

泉
の
里
へ

V
立
正
佼
成
会
諌
早
教
会
大
村
支

部
H
供
養
V
登
貴
和
木
会
H
奉
仕
V
永
測
屋
H

ま
ん
じ
ゅ
う
V
中
島
信
子

(
武
留
路
町
)
5
万

円
V
九
州
ジ
ャ
ス
コ
大
村
庖
H
パ
ッ
ク
・
衣
類

ほ
か
V
藤
田

一
男
(
水
計
町
)
紙
お
む
つ

・
ポ

ー
タ
ブ
ル
便
器
V
池
田
豊

一
郎
(
玖
島
1
丁
目
)

却
万
円
V
長
崎
き
の
こ
H
し
め
じ
V
大
浦
満
州

男
(
小
路
口
町
)
7
万
円
V
古
瀬
治
夫
(
今
津

町
)
6
万
円
V
小
佐
古
永
寿
会
子
供
会
H
餅
V

佐
世
保
花
王
販
売
胸
H
花
王
製
品
V
M
W
日
本
モ

ー
タ
ー
ボ
ー
ト
選
手
会
H
2
万
円
V
松
崎
軽
運

送
H
紙
お
む
つ

文
化
基
金
へ

V
本
経
寺
寒
行
団
H
m万
円

ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金
へ

V
大
村
市
バ
ス
ケ

ッ
ト

ボ
ー
ル
協
会
H

ロ
万
円
V
大
村
市
サ

ッ
カ
ー
協

会
H
ロ
万
円

竹
松
小
学
校
へ

V
小
路
口
老
人
会
H
ぞ
う
き
ん

大
村
幼
稚
園
へ

V
大
村
幼
稚
園
P
T
A
一
同
H

ウ
レ
タ
ン
マ

ッ
ト
ほ
か

三
城
幼
稚
園
へ

V
三
城
幼
稚
園
P
T
A
一
同
H

保
育
室
扇
風
機
ほ
か

西
大
村
幼
稚
園
へ

V
西
大
村
幼
稚
園
P
T
A
一

同
H

ワ
イ
ヤ
レ
ス
ア
ン
プ
ほ
か

大
村
パ
!
ル
ハ
イ
ム
へ

V
佐
世
保
花
王
販
売

側
日
花
王
製
品

う
ぐ
い
す
の
丘
へ

V
野
口
ハ
ツ
(
東
大
村
1
丁

目
)
歌
・
お
話
交
流
V
福
田
志
津
子
(
赤
佐
古

町
)
生
け
花
V
新
城
保
育
園
さ
く
ら
組
H
平
城

太
鼓
披
露
ほ
か

大
村
子
供
の
家
へ

V
梅
野
幸
代
(
須
田
ノ
木
町
)

5
万
円
V
赤
水
清
春
(
本
町
)
1
万
円
V
桝
本

医
院
H
1
万
円
V
諏
訪
薬
局
リ
1
万
5
、
0
0

0
円
V
制
日
本
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
選
手
会
H
2

万
円
V
大
村
航
空
基
地
隊
H
3
万
円
V
閑
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大村市管工業協同組合(焼野和洋理事長)創立251¥自

周年の記念事業として、軽自動車2台を寄贈 して
いただき ました。

3月の競艇

一般戦*2月25日----3月1日

早春カ ップ競走

女19日----22日

総理大臣競走場外発売

*4日----8日

女25日----30日

G皿ジャンボ卜口ンカップ競走

NJ!|《BIC
長崎空港ビルデfンク株式会社

26~ 

おかげさまで創立40閏年

今後とも空の玄関口にふさわしい

サービスの提供に努めてまいります。



3月の健康力レジター

¥ 

1伺日) 
一般健康相談 すこやかセンター(保健福祉センター) 健康よろず相談 竹松出張所
13:00-16:00 ⑮血圧測定体脂肪量測定栄養

1伺5日) 

13:30-15:30 ⑮血圧・ コレステロール・ 貧血・
相談ほか 肥満など気になる方・介護面の相談(訪問指導・

乳幼児すくすく健康相談 福重出張所 市訪問リハビリ・リハビリ教室 -保健福祉サービ

2(火日) 

⑧13:30-15:00 ⑮小児がん(神経芽)の検査セッ スについての相談合む)健診結果説明 ・体脂肪測

ト渡し 育児相談身長体重測定
定 ⑮健康手帳

リハビリ教室 「根気の会Jすこやカミセンター(保健福祉センター) 乳幼児すくすく健康相談 鈴田出張所

13:30-15:30 ⑮風船バレー・言語訓練
16日

⑧9:30-11:00 ⑮小児がん(神経芽)の検査セッ

3(水日) 
マタニティースクール ~明日の親のための学級 (5 ) ~ ト渡し 育児相談身長体重測定

すこやかセンター(保健福祉センター) (火)
リハビリ教室 7根気の会jすこやかセンター(保健福祉センター)

13 :30-16: 00 ⑮母子健康手帳 10:00-13 :00 ⑮調理実習
1歳6か月児健康診査 すこやかセンター(保健福祉センター)

4(木日) 
⑧13:00-13:30 ⑧平成9年8月生まれ(平成9年31(7水日) 

マタニティースクール ~明日の親のための学級 (7 ) ~

月-7月生まれでまだ受けていない人も受診して すこやかセンター(保健福祉センター)

ください。) ⑮母子健康手帳・問診票・タオル・ 13:30-16:00 ⑮母子健康手帳・スラックス

母子共現在使用中の歯ブラシ

5(金目) 
成人の健康相談 福祉センター

1(8木日) 

献血車巡回日 市役所玄関前 9:30-11:45

13:00-15:00 ⑮40歳以上 ⑮血圧測定
1歳6か月児健康診査 すこやかセンター(保健福祉センター)

7(日日) 
当番医

(内・外)渡辺医院 松原1丁目 8⑮@4825 75 
⑧13:00-13:30 ⑮⑮は4日と同様

(整・消)むたクリニック 古町2丁目 ft(52)4501 1(9金日) 
成人の健康相談 福祉センター

ことば、の教室 すこやかセンター(保健福祉センター) 13 :00-15: 00 ⑨⑮は5日と同様

8伺目) 
9:30-16:00 (初めての方は、すこやかセンター

2(0土日) まで電話で申し込んでくださ po) 耳とことばの相談 福祉センター 13:00-15:00

⑮⑮母こ子健康子帳
とばの発達が気になる幼児

2(1日B) 
当番医

乳幼児すくすく健康相談 すこやかセンター(保健福祉センター) (内) 川本内科医院 久原1丁目 包⑪5675

⑧9:30-11:00 ⑮3-4か月 児(離身(神乳長経食体芽教重)室測の定検ー育査小児セ相児ソ談が|ん渡し) 
(整) 松永整形外科医院西大村本町宮③5864

9(火日) 
⑧13:30-15:00⑨10か月児以上(5311禅問号)2目2日) 

当番医

(内・小)寺井医院 玖島1丁目 22@@32 574 
⑮子供用歯ブラシ(現在使用中のもの)またはガー (耳) わたなべ耳鼻咽喉科医院杭出津2丁目 003 
ゼがあれば持参ください

23日リハビリ教室 『根気の会jすこやかセンター(保健福祉センター)
リハビリ教室 [根気の会Jすこやかセンター(保健福祉センター)

13:30-15:30 ⑮レクリエーション (火) 13: 30-15: 30 ⑮手芸

25日3歳児健康診査 すこやかセンター(保健福祉センター) 3歳児健康診査 すこやかセンター(保健福祉センター)

1(1木日) 
⑧13 :00-13: 30 ⑧平成7年9月生まれ(平成7年4 (木) ⑧13: 00-13: 30 ⑮⑮は11日と同様

月一8月生まれでまだ受けていない人も受診して

2(6金日) 
こどもリ ハビリ教室 すこやかセンター(保健福祉センター)

くださ po) ⑮母子健康手帳問診票子供用園
ブラシ

13:30-15:30 ⑮は12日と同様

こども リハビリ教室 すこやかセンター(保健福祉センター)

2(8日日) 
当番医

13:30-15:30 (初めての方は、市-健康増進課ま (内・消)さくらクリニック池田1丁目 E⑮8819 
で電話で申し込んでく ださい。) (外・旺)山道医院 桜馬場2丁目 2⑮2305

1(2金日) 
⑮障害を抱えた幼児・児童

2(9月日) 
ことば、の教室 すこやかセンター(保健福祉センター)

マ夜タのニ部テ「ィおー父スさクんー出ル番 ~明自の親のための学級(6)~ 
ですよPART-2 ~

9:30-16:00 @⑮については8日と同様

すこやかセンター(保健福祉センター) 18:30-20:00 3(0火日) 
リ/¥ビリ教室 I根気の会jすこやかセンター(保健福祉センター)

⑮ ⑮新婚夫婦・妊婦と夫 13:30-15:30 ⑮体力測定
父親一赤ちゃん人形での沫浴実習

1(4日B) 
当番医

略号の説明 ⑮…対象 ⑧…受け付け ⑮…内容

(内・呼)おおつか内科医院西三城町 宮⑬8080 ⑮…持ってくるもの

(産) 大村中央産婦人科水主町2丁目 E⑫3850 当番医の診療時間 9:00-18:00 

市
税
の
納
付
は
も
う
お
済
み
で
す
か
、
納
め
忘
れ
の
人
は
急
い
で
納
付
し
ま
し
ょ
う
。

(
納
税
は
便
利
な
口
座
振
替
で

fl.プんふん11&.、 Jfli!i~"116 ~の街嘉彦を/Jlfltf1~~ ~)をff
「上手なお金の借り方・預け方」や将来の生活設計などについ

30歳代 ....... ・ 40-50歳代 ....... ・...... 60歳代 ....... ・h て、皆様と一緒になって考え、そしてアドバイスカずできる 「けんみん
ファイナンシャルブρランナー」ヵヘ、ます。日々の暮らしの中で、一生

ついてまわるすべてのご相談や、お金の有効利用に関するプラン
を皆様の生活に置き換えて一緒になって考えます O

お近くの「けんみん」をお気軽にご利用下さい。

Zけんみん
長崎県民信用組合

362日いつでもご相談受け付けております。お気軽にご相談下さい。
大村支庖 干856-0822 大村市古田T2丁目517-1 TEL0120-0892-54 
富の原出張所 〒856-0806 大村市富の原2丁目355-4 TEL0120-0892-53 
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指
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が
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い
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。
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、
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に
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イ
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本
市
の
市
木
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お
り
、
大
村
の
イ
チ

イ
ガ
シ
天
然
林
と
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、
昭
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財
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天
然
記
念
物
に
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。

こ
の
天
然
林
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狸
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藩
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藩
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林
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国
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コ
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昭
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初
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有
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す
。
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チ
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で
、
大
き
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樹
高

ω
m
、
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径
2
m
に
も
達
し

ま
す
。
樹
皮
は
暗
褐
色
ま
た

は
灰
褐
色
で
、

葉
は
有
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で

互
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、
先
は
と
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り
、
上
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に
鋭
い
の
こ
ぎ
り
菌
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。

5
月
に
開
花
し
、

日
月
1
1
月
に
実
を
つ
け
ま

す
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の
よ
う
な
イ
チ
イ
ガ
シ

天
然
林
は
、

全
国
で
も
珍
し

く、

学
術
上
に
も
高
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を
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て
お
り
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の
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の

状
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長
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し
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の

で
す
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ラジオ・新聞で大村の情報を
ラジオ・新聞で大村の情報をお知らせしています。

〈ノ

3月の~
手ノ

FM長崎 rMYCITY MY TOWNj 
日時毎週土曜日午前8時55分----9時

市民相談コーナー (秘書広報課)ですべて無料で行って
います。お気軽にご相談ください。

長崎新聞 『市民生活の案内板 情報コーナ-j

掲載日 毎月第2・第4火曜日発行の朝刊紙

3日(水) 法律相談 10 : 00-15 : 00 

4日(木) 人権相談 10 : 00-15 : 00 

11日(木) 行政相談 9 : 30-12 : 00 

17日(水) 法律相談 10 : 00-15 : 00 

23日(火) 交通事故相談 10 : 00-16 : 00 

24日(水) 年金相談 10 : 00-15 : 00 

26日(金) 不動産相談 13 : 00-16 : 00 
早いもので、このコ ナ を始めてから一年がたちました。昨

年のを読んだら花粉症に悩まされたのを思い出し、 鼻がむずがゆ

く感じました。今年は早い予防をするぞと思ったしだいです。(辺)

今年は、インフル工ンサ.が猛威をふるい寝込まれた方も多かっ

たのではないでしょうか。私もノックアウトのうえ、家族にまで

うっす始末で大歪でした。先日は寒波が襲い 、久しノヌりの雪で冬

らしさを味わいましたが、 寒いのはやっぱり苦手。今日もすてて

こはいて、カイロを腰にはさめて仕事してます。ポ力ポ力楊気が

恋しくて、大村公園のさくらたちといっし ょにまだかまだかと春

を待ち望んでいます。 (樹)

風邪の予防には、うがい 手洗いが番。私が寒い時気をつけ

ていることは、まず家に帰ったら塩水でうがいをする、 きんかん

を2 3{園生のまま食べる、首 (手首。足首も)と背中を冷やさな

いように暖かくする。それから、「風邪をひきそうだ」 と感じたら、

少し弱気になりかけるが、「風邪なんかひいてられないjと元気を

出すことだ。でも、ひいてしまった時はゆっくり体を休めること

が大事。よい風邪対策があれば、広報までご一報を! (あ)

-世帯28，790世帯(十83)-女43，181人 (+68)

、..J

毎月 1回発行

発行/大村市

〒856-8686 長崎県大村市玖島1丁目25番地

TEL0957-53-4111 (代)

[市民の声フ ァックス1FAX.54-6600 
http://www田us1.nagasaki-noc.ne.jp/-oomura

編集/秘書広報課

印刷/第一印刷株式会社

広告代理屈/株式会社大村国際交流センター

-人口83，418人 (+87)
2月1日現在( )内は前月比

※法律相談は申し込みが10人になり次第締め切ります。
※受け付けは午前8時30分からです。(電話での受け付けはいたしません)

-男40，237人 (+19)

山困
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跡
困
困

、J
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